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２新市民会館整備基本計画を策定

１１～８ お知らせコーナー

３介護保険制度が改正されます

６・７ 第３次実施計画を策定

もくじ

４月１５日号

ＱＲコードを携帯電話で読み取る
とＳＯＳオレンジネットワー
ク事務局の連絡先が表

示されます

見
守
り
ト
ラ
イ
く
ん

シ
ー
ル
を
配
布

徘
徊
す
る
認
知
症
高
齢

者
の
身
元
確
認
を
早
期
に
、

ま
た
確
実
に
行
え
る
よ
う
、

見
守
り
ト
ラ
イ
く
ん
シ
ー

ル
を
作
成
。
衣
類
や
靴
な

ど
に
熱
圧
着
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
オ
レ
ン
ジ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
登
録
し
て

い
る
方
に
配
布
し
て
い
ま

す
。保

護
し
た
方
が
シ
ー
ル

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
携
帯
電

話
で
読
み
取
る
と
、
Ｓ
Ｏ

Ｓ
オ
レ
ン
ジ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
務
局
の
連
絡
先
が
表

示
さ
れ
、
事
務
局
に
連
絡

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
身
元
確
認
を
行
え
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
３
月
か
ら
は
、
夜

間
・
休
日
も
含
め
、
２４
時

間
３
６
５
日
対
応
で
き
る

よ
う
オ
レ
ン
ジ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
務
局
の
体
制
を
整

え
ま
し
た
。

登
録
が
ま
だ
の
方
は
、

ぜ
ひ
登
録
を
し
て
く
だ
さ

い
。登

録
方
法

Ｓ
Ｏ
Ｓ
オ
レ
ン
ジ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
へ
の
登
録
を
希

望
す
る
方
で
、
介
護
保
険

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い

る
方
は
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
に
、
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
い
な
い
方
は
担

当
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

登
録
に
は
、
本
人
の
写
真

と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

協
力
員
も
募
集
中

Ｓ
Ｏ
Ｓ
オ
レ
ン
ジ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
協
力
員
と
し

て
、
徘
徊
す
る
高
齢
者
の

捜
索
な
ど
に
協
力
す
る
こ

と
が
で
き
る
企
業
も
募
集

し
て
い
ま
す
。
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◇

�問
▽
角
田
総
合
老
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セ

ン
タ
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内
高
齢
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地
域
支

え
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セ
ン
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係

０
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Ｓ
Ｏ
Ｓ
オ
レ
ン
ジ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は

市
と
市
社
会
福
祉
協
議

会
が
連
携
し
て
、
高
齢
者

が
行
方
不
明
に
な
っ
た
と

き
に
、捜
索
・
早
期
保
護
で

き
る
よ
う
、市
内
の
企
業
や

居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な

ど
の
協
力
に
よ
り
、Ｓ
Ｏ
Ｓ

オ
レ
ン
ジ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

徘
徊
の
可
能
性
が
あ
る

高
齢
者
が
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
登
録
す
る
と
、
行

方
不
明
に
な
っ
た
と
き
に

高
齢
者
本
人
の
情
報
を
協

力
員
に
メ
ー
ル
で
送
信
し
、

捜
索
の
協
力
を
し
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

６６５５
歳歳
以以
上上
のの
高高
齢齢
者者
のの
うう
ちち
、、
１１００

人人
にに
１１
人人
はは
認認
知知
症症
のの
症症
状状
がが
ああ
るる

とと
いい
わわ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。

ＳＳ
ＯＯ
ＳＳ
オオ
レレ
ンン
ジジ
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク

はは
いい
かか
いい

はは
、、
徘徘
徊徊
すす
るる
高高
齢齢
者者
をを
早早
期期
にに
保保

護護
でで
きき
るる
よよ
うう
ササ
ポポ
ーー
トト
すす
るる
シシ
スス

テテ
ムム
でで
すす
。。
ぜぜ
ひひ
活活
用用
しし
てて
くく
だだ
ささ

いい
。。

見見守守りりトトラライイくくんん
シシーールルをを配配布布中中

ＳＯＳオレンジネットワークに登録すると見守りトライくんシールを配布します

２２４４時時間間３３６６５５日日対対応応
��

地
域
で
認
知
症
高
齢
者
を
見
守
り
ま
す

Ｓ
Ｏ
Ｓ
オ
レ
ン
ジ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
登
録
を

オレンジネットワーク事務局の
体制を整え、３月から２４時間３６５
日対応しています

（
平日夜間〈１７時～翌９時〉
と土・日曜日・祝日〈終日〉
については、行方不明など
の緊急時対応に限ります ）

歩きながらのスマートフォンの操作は、ひったくりや痴漢などの被害に遭いやすくなりますのでやめましょう ―東大阪市治安対策本部―

記
号
の
見
方
は
９
面
に
掲
載



新
市
民
会
館
の
管
理

運
営
基
本
計
画
を
策
定

す
る
に
あ
た
り
、
懇
話

会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

�対
年
５
回
の
会
議
に

出
席
で
き
る
市
内
在
住

・
在
勤
・
在
学
（
い
ず

れ
か
）
の
２０
歳
以
上
の

方

�定
１
人
程
度
（
書

類
選
考
）

任
期

平

成
２７
年
１２
月（
予
定
）

�申
基
本
事
項
（
９
面
に

掲
載
）
と
職
業
、
応
募

動
機（
８
０
０
字
程
度
）

を
４
月
２８
日
�（
必
着
）

ま
で
に
郵
送
ま
た
は
直

接

※
結
果
は
後
日
通

知
し
、
提
出
書
類
は
返

却
し
ま
せ
ん
。

�申
�問
〒
５７７
―

８
５
２
１

市
役
所
新
市
民
会
館
建

設
室

０
６
（
４
３

０
９
）
３
０
１
８
、
�

０
６（
４
３
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９
）３
８

２
６

市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
中

核
市
・
東
大
阪
市
の
シ
ン

ボ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
文
化

芸
術
の
創
造
発
信
拠
点
と

し
て
、
新
市
民
会
館
を
整

備
す
る
に
あ
た
り
、
施
設

構
成
や
規
模
、
管
理
運
営

方
針
に
対
す
る
具
体
的
方

策
な
ど
を
ま
と
め
た
「
新

市
民
会
館
整
備
基
本
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
昨
年
１０

月
に
策
定
し
た
「
新
市
民

会
館
整
備
基
本
構
想
」
で

ま
と
め
た
基
本
コ
ン
セ
プ

ト
や
導
入
す
る
機
能
な
ど

に
基
づ
き
、
懇
話
会
や
庁

内
検
討
委
員
会
で
議
論
と

検
討
を
重
ね
た
う
え
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経

て
策
定
し
て
い
ま
す
。

施
設
概
要

新
市
民
会
館
は
、
次
の

４
つ
の
部
門
と
各
施
設
で

構
成
さ
れ
、
延
床
面
積
は

お
お
む
ね
１
万
４
０
０
０

�
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

�
ホ
ー
ル
系
部
門

�
大
ホ
ー
ル

市
民
の
多
様
な
文
化
活

動
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ポ
ッ

プ
ス
、
オ
ペ
ラ
、
演
劇
、

伝
統
芸
能
な
ど
多
彩
な
舞

台
芸
術
公
演
な
ど
に
対
応

で
き
る
高
機
能
な
ホ
ー
ル

と
し
ま
す
。
客
席
数
は
お

お
む
ね
１
５
０
０
席
と
し

ま
す
。

�
小
ホ
ー
ル

市
民
の
発
表
会
や
集
会
、

ピ
ア
ノ
な
ど
の
演
奏
会
、

小
規
模
な
演
劇
な
ど
に
対

応
で
き
る
上
質
な
ホ
ー
ル

と
し
ま
す
。
客
席
数
は
お

お
む
ね
３
０
０
席
と
し
ま

す
。�

創
造
・
交
流

支
援
系
部
門

�
多
目
的
室

音
楽
、
ダ
ン
ス
、
演
劇

の
練
習
や
創
作
発
表
の
展

示
会
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
対
応
で
き
る
多
機
能

な
も
の
と
し
ま
す
。

�
ス
タ
ジ
オ

楽
器
、
合
唱
、
ダ
ン
ス

の
練
習
な
ど
市
民
の
文
化

活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

複
数
の
ス
タ
ジ
オ
を
設
け

ま
す
。

�
会
議
室

市
民
の
文
化
活
動
や
会

議
な
ど
に
利
用
で
き
る
大

小
複
数
の
会
議
室
を
設
け

ま
す
。

�
に
ぎ
わ
い
・

交
流
系
部
門

�
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー

兼
ギ
ャ
ラ
リ
ー

来
館
者
が
交
流
や
く
つ

ろ
ぐ
こ
と
が
で
き
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
や
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
に
も
対
応
で
き
る
も

の
と
し
ま
す
。

�
商
業
系
施
設

文
化
施
設
の
雰
囲
気
に

合
っ
た
カ
フ
ェ
な
ど
の
商

業
系
施
設
の
提
案
を
民
間

事
業
者
か
ら
募
り
誘
致
し

ま
す
。

�
屋
外
緑
地

施
設
前
に
、
市
民
が
憩

い
、
集
い
、
交
流
で
き
る

屋
外
緑
地
を
設
け
、
み
ど

り
豊
か
な
空
間
を
創
出
し

ま
す
。

�
共
用
・
管
理
部
門

事
務
室
、
駐
車
場
、
駐

輪
場
な
ど
。

建
設
予
定
地

御
厨
南
二
丁
目
（
旧
中

央
病
院
跡
地
）

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

平
成
２７
年
度
に
事
業
手

法
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、

管
理
運
営
基
本
計
画
を
策

定
し
、
平
成
３１
年
度
の
完

成
を
め
ざ
し
て
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

基
本
計
画
の
全
文
は
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
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新
市
民
会
館
整
備
基
本
計
画
を
策
定

新市民会館整備基本計画〈〈概要〉〉

基本コンセプト
鼓動・協働・躍動 

ワタシをうごかす場所
～ワクワク・感動工場～

導入機能 管理運営方針

施設概要 管理運営方針に対する具体的方策
部　門 施　設 管理運営方針 主な具体的方策

ホール系部門

創造・
交流支援系部門

にぎわい・
交流系部門

共用・管理部門

満足感の向上

適切な運営主体

市民などとの
協働

にぎわいを生み
出す取組み

未来の文化芸術
の担い手支援

都市魅力の発信

持続可能な
管理運営

大ホール
（おおむね1,500席）

小ホール
（おおむね300席）

多目的室

スタジオ（複数）

会議室（複数）

エントランスロビー
兼ギャラリー

商業系施設

屋外緑地

事務室、駐車場、
駐輪場など

●質の高い舞台芸術公演の企
画実施

●誰でも気軽に楽しめる日常
イベントの企画実施

●市民参加による制作事業
●芸術家や大学などと連携し
た事業企画

●本市の地域資源と連携した
イベントの企画

●青少年を対象とした舞台芸
術公演

●公演に合わせた青少年など
へのワークショップ

●中長期的な事業計画の作成
●民間活力の導入を含めた管
理運営手法

など

整備スケジュール
平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

基本構想
基本計画

事業手法検討
管理運営基本計画 提案募集

民間事業者による設計・工事

開館準備業務

文化芸術の創造発信拠点に文文化化芸芸術術のの創創造造発発信信拠拠点点にに

※期日前投票は住んでいる市内の地域に関係なく、上記のどの投票所でも
投票できます。文化会館は閉館のため、今回の選挙からくすのきプラザ
（若江岩田駅前）に変更しています。

市民会館１階展示室
（近鉄河内永和駅南東すぐ）

４月５日�～１１日�
午前８時３０分～午後８時

全有権者
若江岩田駅前市民プラザ（くすのき
プラザ）多目的ホール（希来里５階）

旭町庁舎３階会議室
（近鉄瓢�山駅北へ約７００ｍ）

市役所本庁舎１階多目的ホール
（近鉄荒本駅西へ約４００ｍ）

４月４日�～１１日�
午前８時３０分～午後８時

と こ ろと き対象

期日前投票

４月１２日�は、大阪府議会議員選挙の投票日です。あな
たの大切な一票を生かすためにも、必ず投票しましょう。

当日投票に行けない人は、期日前投票に行きましょう。

投 票 日 ４月１２日�
投票時間 午前７時～午後８時
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新
市
民
会
館
管
理
運
営
基
本
計
画
策
定
へ

懇
話
会
委
員
を
募
集

新市民会館

東 大 阪 市 政 だ よ り （２）平成２７年４月１５日



３
年
ご
と
に
見
直
さ
れ

る
介
護
保
険
事
業
計
画
に

基
づ
き
、
平
成
２７
年
４
月

か
ら
３
年
間
の
第
６
期
介

護
保
険
料
（
介
護
保
険
第

１
号
被
保
険
者
�
６５
歳
以

上
の
方
�）を
次
の
と
お
り

改
定
し
ま
し
た
。

今
回
の
見
直
し
で
は
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
増
加
や
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
に
か
か
る
費
用
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

保
険
料
の
負
担
が
大
き
く

な
り
ま
す
が
、
理
解
と
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

基
準
額
を
改
定
し

所
得
段
階
を
１４
段
階
へ

平
成
２４
年
か
ら
３
年
間

の
第
５
期
介
護
保
険
料
は
、

６
万
４
６
２
０
円（
年
額
）

を
基
準
に
、
所
得
に
応
じ

て
１１
段
階
に
分
け
て
い
ま

や
む
を
得
ず
保
険
証
を

提
示
せ
ず
に
受
診
し
、
医

療
費
を
全
額
自
己
負
担
し

た
と
き
は
、
申
請
に
よ
り

本
来
国
保
が
負
担
す
る
分

の
療
養
費
の
給
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申

請
に
は
、
医
師
の
診
療
報

酬
明
細
書
と
領
収
書
が
必

要
で
す
。
申
請
後
、
保
険

診
療
に
該
当
す
る
分
を
計

算
し
、
給
付
し
ま
す
。

な
お
、
健
康
診
断
や
予

防
注
射
、
美
容
整
形
、
歯

の
矯
正
な
ど
病
気
と
み
な

け

ん

か

さ
れ
な
い
も
の
や
、
喧
嘩

な
ど
患
者
自
身
の
責
任
に

よ
る
傷
病
な
ど
は
、
保
険

診
療
の
対
象
と
な
ら
ず
、全

額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

�問
医
療
保
険
室
資
格
給

付
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
７
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
４

大
阪
府
内
在
住
の
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

に
は
、４
月
下
旬
に「
健
康

診
査
受
診
券
」
を
発
送
し

ま
す
（
年
度
途
中
に
７５
歳

に
な
る
方
に
は
、
誕
生
月

の
翌
月
に
順
次
発
送
）。

受
診
券
が
届
き
ま
し
た

ら
、
大
阪
府
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
が
指
定
す

る
医
療
機
関
で
、
年
度
に

１
回
無
料
で
健
康
診
査
を

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
受
診
の
際
は
、
事
前

に
医
療
機
関
に
予
約
の
う

え
、
受
診
券
と
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
を
窓

口
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
次
に
該
当
す

る
方
は
、
病
院
や
施
設
に

お
い
て
健
康
管
理
が
図
ら

れ
る
た
め
、
健
康
診
査
の

対
象
外
で
す
。

▽
病
院
ま
た
は
診
療
所

に
６
か
月
以
上
継
続
し
て

入
院
中

▽
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
、
介
護
老
人
保

健
施
設
、
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
障
害
者
支
援
施
設
な

ど
、
施
設
に
入
所
ま
た
は

入
居
中

※
退
院
・
退
所
し
た
な

ど
事
情
変
更
が
あ
っ
た
場

合
は
、
受
診
券
を
発
行
し

ま
す
の
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

�問
▽
大
阪
府
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
給
付
課

０
６
（
４
７
９
０
）
２
０

３
１
、�
０
６（
４
７
９
０
）

２
０
３
０

▽
医
療
保
険

室
保
険
管
理
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
０
５
１
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８

０
５

医
療
保
険
室
保
険
料
課

で
は
、
平
日
の
９
時
〜
１７

時
３０
分
に
納
付
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。
相
談
に
は

保
険
料
決
定
通
知
書
（
納

付
書
）
な
ど
、
通
知
書
番

号
ま
た
は
被
保
険
者
番
号

が
わ
か
る
も
の
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

平
日
の
相
談
が
困
難
な

方
は
、
休
日
納
付
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

１４２，１６４円第１１段階

１１６，３１６円第１０段階

９６，９３０円第９段階

８０，７７５円第８段階

７２，３７４円第７段階

６４，６２０円
第６段階
（基準額）

５６，２１９円第５段階

４８，４６５円第４段階

４５，２３４円第３段階

３２，３１０円第２段階

３２，３１０円第１段階

保険料（年額）所得段階

表① 第５期（平成２４年度
～２６年度）介護保険料

１７４，８５８円基準額×２．５０本人の「合計所得金額」が年間１，０００万円以上の方

本
人
が
市
民
税
課
税

第１４段階

１６４，３６７円基準額×２．３５本人の「合計所得金額」が年間８００万円以上１，０００万円未満の方第１３段階

１５３，８７５円基準額×２．２０本人の「合計所得金額」が年間６００万円以上８００万円未満の方第１２段階

１３９，８８６円基準額×２．００本人の「合計所得金額」が年間４００万円以上６００万円未満の方第１１段階

１１８，９０４円基準額×１．７０本人の「合計所得金額」が年間２９０万円以上４００万円未満の方第１０段階

１０４，９１５円基準額×１．５０本人の「合計所得金額」が年間２００万円以上２９０万円未満の方第９段階

９０，９２６円基準額×１．３０本人の「合計所得金額」が年間１９０万円以上２００万円未満の方第８段階

８７，４２９円基準額×１．２５本人の「合計所得金額」が年間１２０万円以上１９０万円未満の方第７段階

７８，３３７円基準額×１．１２本人の「合計所得金額」が年間１２０万円未満の方第６段階

６９，９４３円基準額上記（第４段階）以外の方

同じ世帯に市
民税課税者が
いる

本
人
が
市
民
税
非
課
税

第５段階
（基準額）

６０，８５１円基準額×０．８７
本人の「合計所得金額」と「公的年金等収入
額」の合計が年間８０万円以下の方

第４段階

５２，４５８円基準額×０．７５上記（第１段階、第２段階）以外の方

同じ世帯にい
る方全員が市
民税非課税第３段階

４８，９６１円基準額×０．７０
本人の「合計所得金額」と「公的年金等収入額」
の合計が年間８０万円を超え１２０万円以下の方

第２段階

３１，４７５円基準額×０．４５

�生活保護を受給している方
�世帯全員が市民税非課税で、老齢福祉年金を受給している方
�世帯全員が市民税非課税で、本人の「合計所得金額」と「公的
年金等収入額」の合計が年間８０万円以下の方

第１段階

年額割合
対 象所得段階

保険料

表② 第６期（平成２７・２８年度）介護保険料
※平成２９年度については、低所得者のさらなる軽減強化を実施予定。

８
月
か
ら
、
一
定
以
上

の
所
得
（
※
）
の
あ
る
６５

歳
以
上
の
方
が
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
の

自
己
負
担
が
１
割
か
ら
２

割
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
方
全
員
に
負
担

割
合（
１
割
ま
た
は
２
割
）

を
記
載
し
た
「
負
担
割
合

証
」
を
８
月
ま
で
に
発
行

し
ま
す
。

※「
一
定
以
上
の
所
得
」

と
は
、
本
人
の
合
計
所
得

額
が
１
６
０
万
円
以
上
で
、

年
金
収
入
＋
そ
の
他
の
合

計
所
得
金
額
が
単
身
世
帯

で
２
８
０
万
円
以
上
、２
人

以
上
世
帯
で
３
４
６
万
円

以
上
の
所
得
を
い
い
ま
す
。

�問
給
付
管
理
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
１
８
６
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８

１
４

納納納納納納納納納納納
めめめめめめめめめめめ
忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘
れれれれれれれれれれれ
ははははははははははは
あああああああああああ
りりりりりりりりりりり
ままままままままままま
せせせせせせせせせせせ
んんんんんんんんんんん
かかかかかかかかかかか

国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

医
療
保
険
は
、
す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

備
え
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。
保
険
料
は
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う

し
た
（
表
�
参
照
）。

今
回
の
見
直
し
に
お
い

て
市
で
は
、
低
所
得
者
の

保
険
料
負
担
に
配
慮
し
つ

つ
、
被
保
険
者
の
負
担
能

力
に
応
じ
た
き
め
細
か
な

保
険
料
設
定
を
図
る
た
め
、

所
得
段
階
を
１４
段
階
に
多

段
階
化
す
る
と
と
も
に
、

介
護
給
付
費
準
備
基
金
を

取
り
崩
す
こ
と
で
、
保
険

料
の
上
昇
を
で
き
る
限
り

抑
制
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
第
６
期
介
護
保
険

料
の
基
準
額
は
年
額
６
万

９
９
４
３
円
と
な
り
ま
す

（
表
�
参
照
）。

�問
介
護
保
険
料
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１

８
８
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
１
４

一
定
以
上
所
得
の
あ
る
方

介
護
サ
ー
ビ
ス
の

自
己
負
担
が
２
割
に

介護保険制度が改正されます

基準額（年額）６９，９４３円
保険料を見直し

な
お
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
納
付
相
談
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

【
休
日
納
付
相
談
】

�時
４
月
２５
日
�
９
時
〜

１２
時

◇

◇

�所
�問
市
役
所
本
庁
舎
２

階
医
療
保
険
室
保
険
料
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１

６
８
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
７

申
請
し
て
く
だ
さ
い

保
険
証
を
持
た
ず
に
受
診
し
た
と
き

健康診査受診券を
４月下旬に発送

後期高齢者医療保険

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（３） 平成２７年４月１５日



市
で
は
現
在
、
市
立

総
合
病
院
の
地
方
独
立

行
政
法
人
化
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
、

法
人
化
に
向
け
て
の
考

え
方
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

考
え
方
は
４
月
８
日

�
か
ら
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）

ま
た
は
市
立
総
合
病
院

事
務
局
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
市
政
情

報
相
談
課
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
９
時

〜
１７
時
３０
分
）
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

�対
市
内
在
住
・
在
勤

・
在
学（
い
ず
れ
か
）の

方
、
市
内
に
事
業
所
が

あ
る
事
業
者
・
法
人
・

そ
の
他
団
体

提
出
方

法

意
見
書
に
意
見
と

住
所
、
氏
名
（
団
体
は

団
体
名
、
所
在
地
、
代

表
者
名
）、電
話
番
号
を

書
い
て
５
月
１４
日
�（
必

着
）ま
で
に
郵
送（
フ
ァ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
直

接
も
可
）

※
意
見
書

の
書
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

提
出
先
・
�問
〒
５７８
―

８

５
８
８
西
岩
田
３
―

４
―

５

市
立
総
合
病
院
総

務
課
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０
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市
政
だ
よ
り
で
は
、

皆
さ
ん
の
健
康
や
身
近

な
医
学
に
関
す
る
情
報

を
、
市
立
総
合
病
院
の

医
師
が
リ
レ
ー
形
式
で

お
届
け
し
ま
す
。

◇

◇

「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
」

と
い
う
病
名
を
耳
に
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

卵
な
ど
特
定
の
食
物
を

食
べ
る
と
、ア
レ
ル
ギ
ー

症
状
に
よ
っ
て
じ
ん
ま

し
ん
や
せ
き
が
出
た
り
、

嘔
吐
し
た
り
す
る
病
気

で
す
。重
症
な
場
合
は
呼

吸
困
難
や
血
圧
低
下
な

ど
を
き
た
し
、命
に
も
関

わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

近
年
、
子
ど
も
の
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
は
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

ま
す
。
乳
児
は
５
％
〜

１０
％
、幼
児
で
は
５
％
、

学
童
で
は
１
・
５
％
〜

３
％
が
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
で
あ
る
と
の
報
告
も

あ
り
、
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
に
対
す
る
診
療
の
必

要
性
は
高
ま
る
ば
か
り

で
す
。
し
か
し
、
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
は
診
断
も

難
し
く
、
現
在
広
く
行

わ
れ
て
い
る
血
液
検
査

だ
け
で
は
正
確
な
診
断

や
重
症
度
評
価
を
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

現
時
点
で
は
食
物
経

口
負
荷
試
験
だ
け
が
唯

一
、
正
確
に
診
断
・
評

価
で
き
る
検
査
で
す
。

食
物
経
口
負
荷
試
験
と

は
、
食
物
を
実
際
に
食

べ
て
症
状
が
出
現
す
る

か
を
観
察
す
る
検
査
で

す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

は
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

原
因
食
物
は
食
べ
る
こ

と
を
制
限
す
る
こ
と
が

一
般
的
で
し
た
が
、
最

近
で
は
む
し
ろ
安
全
な

量
を
調
べ
た
う
え
で
積

極
的
に
食
べ
た
方
が
治

り
や
す
い
こ
と
が
分
か

っ
て
き
て
い
ま
す
。

当
院
で
は
食
物
経
口

負
荷
試
験
を
原
則
日
帰

り
入
院
で
行
っ
て
お
り
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
制

度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

ご
相
談
の
際
は
、
か
か

り
つ
け
医
か
ら
の
紹
介

状
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
お
子
さ
ん
の
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

い
っ
し
ょ
に
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

�問
市
立
総
合
病
院
総

務
課

０
６
（
６
７

８
１
）
５
１
０
１
、
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０
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６
７
８
１
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市
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
・
父
を
対

象
に
、
就
業
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を

し
て
い
ま
す
。

教
育
訓
練
や
職
業
訓
練
の
給
付
金
、
講
習

会
な
ど
を
活
用
し
て
、
就
業
を
め
ざ
し
ま
し

ょ
う
。

小児科・土井政明医師市立総合病院

食物アレルギー 除去から摂取へ

パブリック
コメント

市
立
総
合
病
院
の

地
方
独
立
行
政
法
人
化

意
見
を
募
集
し
ま
す

トライくんは子育て
を応援しています

就
業
に
向
け
て
支
援
し
ま
す

ひひひひひひひひひひひひひひひ
ととととととととととととととと
りりりりりりりりりりりりりりり
親親親親親親親親親親親親親親親
家家家家家家家家家家家家家家家
庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭
ののののののののののののののの
母母母母母母母母母母母母母母母
・・・・・・・・・・・・・・・
父父父父父父父父父父父父父父父
ののののののののののののののの
自自自自自自自自自自自自自自自
立立立立立立立立立立立立立立立

１１

支給します�

自立支援給付金

【
自
立
支
援
教
育
訓
練

給
付
金
】

就
職
の
た
め
に
、
雇
用

保
険
制
度
の
教
育
訓
練
給

付
の
指
定
教
育
訓
練
講
座

を
受
講
し
た
場
合
、
受
講

料
の
２
割
相
当
額
（
上
限

１０
万
円
）
を
講
座
修
了
後

に
支
給
し
ま
す
。
な
お
、

事
前
に
相
談
・
申
請
が
必

要
で
す
。

�対
市
内
在
住
の
母
子
家

庭
の
母
ま
た
は
父
子
家
庭

の
父
で
、
次
の
す
べ
て
の

要
件
を
満
た
す
方

▽
児

童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
る
、
ま
た
は
同
等
の
所

得
水
準
に
あ
る

▽
受
講

開
始
日
現
在
、
雇
用
保
険

法
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付

金
の
受
講
資
格
を
有
し
て

い
な
い

▽
教
育
訓
練
講

座
を
受
講
す
る
こ
と
が
適

職
に
就
く
た
め
に
必
要
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る

▽

過
去
に
教
育
訓
練
給
付
金

を
受
給
し
て
い
な
い

【
高
等
職
業
訓
練
促
進

給
付
金
】

市
の
指
定
す
る
資
格（
看

護
師
、
准
看
護
師
、
介
護

福
祉
士
、
保
育
士
、
理
学

療
法
士
、
作
業
療
法
士
な

ど
）
を
取
得
す
る
た
め
養

成
機
関
で
修
業
す
る
場
合
、

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付

金
を
支
給
し
ま
す
。

�対
市
内
在
住
の
母
子
家

庭
の
母
ま
た
は
父
子
家
庭

の
父
で
、
次
の
す
べ
て
の

要
件
を
満
た
す
方

▽
児

童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
る
、
ま
た
は
同
等
の
所

得
水
準
に
あ
る

▽
修
業

年
限
２
年
以
上
の
養
成
機

関
に
お
い
て
一
定
の
課
程

を
修
業
し
、
対
象
資
格
の

取
得
が
見
込
ま
れ
る

▽

就
業
ま
た
は
育
児
と
修
業

の
両
立
が
困
難
と
認
め
ら

れ
る

▽
過
去
に
高
等
職

業
訓
練
促
進
給
付
金
を
受

給
し
て
い
な
い

支
給
額

月
額
７
万
５

０
０
円
（
前
年
度
市
・
府

民
税
非
課
税
世
帯
は
月
額

１０
万
円
）

支
給
期
間

修
業
す
る

期
間
の
全
期
間
で
申
請
月

分
か
ら
支
給

※
た
だ
し
、

平
成
２４
年
度
入
学
の
場
合

は
上
限
３
年
、
平
成
２５
年

度
以
降
入
学
の
場
合
は
上

限
２
年
。

◇

◇

�申
�問
子
ど
も
家
庭
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１

９
４
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
１
７

就業相談・
支援講習会

市
内
在
住
の
母
子
家
庭

の
母
、
父
子
家
庭
の
父
、

寡
婦
を
対
象
に
、
就
業
相

談
や
就
業
支
援
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

【
就
業
相
談
】

専
門
の
相
談
員
が
求
人

情
報
の
提
供
や
履
歴
書
の

書
き
方
、
面
接
の
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
を
行
い
ま
す
。

�時
月
曜
日
〜
土
曜
日
１０

時
〜
１６
時

�所
大
阪
府
谷

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
大
阪

市
中
央
区
谷
町
５
）

※

要
申
込
み（
保
育
あ
り
）。

【
出
張
就
業
相
談
】

�時
原
則
第
３
木
曜
日
１０

時
〜
１６
時

�所
イ
コ
ー
ラ

ム
（
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
）

※
相
談
日
は
事

前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

要
申
込
み（
保
育
あ
り
）。

【
就
業
支
援
講
習
会
】

就
職
に
結
び
つ
く
可
能

性
の
高
い
技
能
・
資
格
の

習
得
を
目
的
と
し
た
就
業

支
援
講
習
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
開
催
場
所
や
料

金
な
ど
、
く
わ
し
く
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

�時
�内
▽
６
月
２０
日
〜
９

月
２６
日
の
土
曜
日
１０
時
〜

１６
時（
計
１４
日
間
）�
パ
ソ

コ
ン
初
級
〜
３
級
資
格
取

得
講
座

▽
来
年
１
月
１６

日
〜
２
月
６
日
の
土
曜
日

１０
時
〜
１６
時（
計
４
日
間
）

�
Ｐ
Ｃ
検
定
３
級
資
格
取

得
講
座

▽
９
月
５
日
〜

１２
月
１９
日
の
土
曜
日
、
１０

月
１１
日
〜
来
年
２
月
２８
日

の
日
曜
日
（
い
ず
れ
も
時

間
未
定
で
各
計
１６
日
間
）�

介
護
職
員
初
任
者
研
修

▽
８
月
２９
日
〜
１１
月
７
日

の
土
曜
日
１０
時
〜
１６
時（
計

１１
日
間
）�
簿
記
３
級
受
験

講
座

▽
１０
月
４
日
〜
１１

月
１５
日
の
日
曜
日
１０
時
〜

１６
時（
計
７
日
間
）�
調
剤

事
務
管
理
士
講
座

�申
基

本
事
項
（
９
面
に
掲
載
）

と
職
業
、
受
講
動
機
、
保

育
が
必
要
な
場
合
は
子
ど

も
の
氏
名
・
年
齢
を
各
開

講
日
の
１
か
月
前（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で

◇

◇

�申
�問
〒
５４０
―

０
０
１
２
大

阪
市
中
央
区
谷
町
５
―

４
―

１３

大
阪
府
母
子
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ

ー

０
６
（
６
７
６
２
）

９
４
９
８
、�
０
６（
６
７

６
２
）
３
７
９
６

�問
子
ど
も
家
庭
課

東 大 阪 市 政 だ よ り （４）平成２７年４月１５日
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マタニティ歯科健康相談

�時５月２５日� ※時間は申込時に

伝えます。 �対妊娠２０週以降の妊婦
�定１５人（申込先着順） �持母子健康
手帳 �申５月２２日�までに電話で
�所�申�問中保健センター

マタニティクッキング

マタニティ期に必要な栄養やクッ

キングを学びます。 �時５月２２日�
１３時３０分～１６時 �対妊娠２０週以降の
妊婦 �持母子健康手帳 �申５月２１日
�までに電話で
�所�申�問西保健センター

マタニティクラス

�時�所�内�５月８日��西保健セン
ター／育児編 �１３日��東保健セ
ンター／お産編 �１９日��中保健
センター／育児編 ☆いずれも１３時

３０分～１６時 �対妊娠２０週以降の妊婦
�持母子健康手帳 �申各開催日の前日
までに電話で

�申�問東・中・西保健センター

家族でマタニティ教室

�時５月２０日�１３時３０分～１６時 �対
妊婦とそのパートナー・家族 �定１２
組（申込先着順） �内家族による赤
ちゃんのお風呂体験、赤ちゃんとの

生活 �持母子健康手帳 �申５月１９日
�までに電話で
�所�申�問中保健センター

生活習慣病を撃退
楽しい運動スタート教室

�時５月２０日�・２７日�・６月１０日
�・２４日�・７月２２日�・２９日�１３
時３０分～１６時（計６日間） �対全日程
参加できる血糖値・コレステロール

値・高血圧が気になる４０歳～７４歳の

方 ※運動制限のある方は除く。

�定２０人（申込先着順） �内生活習慣
病の予防・改善のための講話、ステ

ップ台やバランスディスクなどの有

酸素運動 �持運動ができる服・靴、
バスタオル、タオル、飲み物 �申４
月１５日�から電話または直接
�所�申�問西保健センター

肺がん・結核エックス線検診

�時�所�５月１２日�９時１０分から・
１０時から�西保健センター �１２日
�１３時～１４時１０分�中保健センター
�１３日�１３時１５分から・１４時から�
東保健センター �対�肺がん検診�
市内在住の４０歳以上の方 �結核検
診�市内在住の６５歳以上の方 �定各
日４０人（申込先着順） �申電話また
は直接

�申�問東・中・西保健センター

働く世代の女性を支援
がん検診無料クーポン券を送付

平成２１年度～２６

年度に一度も市の
けい

子宮頸がん・乳が

ん検診を受診して

いない次の対象者

に、がん検診無料

クーポン券を送付します（６月末ご

ろ発送予定）。ぜひ、ご利用ください。

�対�子宮頸がん検診�２２歳・２７歳・
３２歳・３７歳の女性 �乳がん検診�
４２歳・４７歳・５２歳・５７歳の女性 ※

平成２７年４月１日現在の年齢。

�問健康づくり課

ふたごの教室

�時�所�内�５月１３日�９時４５分～１１
時１５分�中保健センター／絵本の読
み聞かせ �１５日�１０時～１１時�東
保健センター／夏物服リサイクルと

子育て交流会 �２７日�９時４５分～
１１時３０分�西保健センター／親子で
エクササイズ �対市内在住のふたご、
みつごを妊娠・出産している方とそ

の子ども �申各開催日の前日までに
電話で

�申�問東・中・西保健センター

お昼ごはんのつどい

�時５月１５日�１０時３０分～１４時 �対
市内在住の６５歳以上の方 �定２４人（申
込先着順） �内調理実習と試食、健
康学習、体操実習 �料５００円 ※別途、

保険料が必要。 �持エプロン、三角
巾、手ふき �申５月１１日�までに電
話または直接

�所�申�問東保健センター

２歳児歯科健康相談

�時�所�５月１８日��東保健センタ
ー �２６日��中保健センター �
２８日��西保健センター ※時間は

申込時に伝えます。 �対市内在住の
平成２５年５月生まれの幼児 �定各３０
人（申込先着順） �持母子健康手帳
�申各実施日の前日までに電話で
�申�問東・中・西保健センター

３０歳・３５歳も対象に
節目に成人歯科健診を受けよう

市では、４０歳から８０歳までの５歳

刻みの節目年齢の方を対象に実施し

ている成人歯科健診について、４月

からは３０歳・３５歳の方も対象としま

した。該当年齢期間中１回限り無料

で受けられます。 �対市内在住の３０
歳・３５歳・４０歳・４５歳・５０歳・５５歳

・６０歳・６５歳・７０歳・７５歳・８０歳の

方 �内問診、口腔内診査、歯科保健
指導 �持健康保険証 ※健診の結果、

処置などが必要となった場合、料金

は受診者の自己負担（保険診療）と

なります。 �申市内の取扱歯科医療
機関へ電話で（市の成人歯科健診を

希望する旨をお伝えください） ※

取扱歯科医療機関一覧は市ウェブサ

イトをご覧ください。

�問健康づくり課

成人用肺炎球菌ワクチン
予 防 接 種

成人用肺炎球菌ワクチン予防接種

は、肺炎球菌が原因となって起こる

高齢者の肺炎などの発病や重症化を

防ぐためのものです。ただし、予防

接種を受けることにより、すべての

肺炎を予防できるわけではありませ

ん。 �対次のいずれかに該当する市
内在住の方 �平成２７年度、下表に
該当する年齢になる方 ※平成３０年

度までは、各年度に６５歳、７０歳、７５

歳、８０歳、８５歳、９０歳、９５歳、１００歳

となる方を対象とし、５年間かけて

実施します。 �接種時に６０歳以上
６５歳未満で、心臓、腎臓または呼吸

器などの機能の障害またはヒト免疫

不全ウイルスによる免疫機能の障害

により、日常生活活動が極度に制限

される方（身体障害者手帳１級程度）

※過去に肺炎球菌ワクチン（ポリサッ

カライド）の接種を受けたことがあ

る方は対象外。 接種期間・回数 来

年３月３１日までに１回 �料３，０００円
※生活保護受給者は免除制度あり。

�持住所と年齢が確認できるもの、４
月下旬に送付する案内ハガキ �申市
委託医療機関に電話で ※市委託医

療機関は市ウェブサイトをご覧いた

だくかお問合せください。平成２７年

３月３１日以前に接種した分の費用の

払戻しはありません。 注意事項
同剤を再度接種することによって注

とうつう こうはん こう けつ

射部位の疼痛、紅斑、硬結などの副

反応が強く発現すると報告されてい

るため、過去に接種

を受けていないか確

認が必要です。接種

にあたっては、医療

機関やウェブサイト

にある接種説明をよ

く読み、予防接種に

よる効果や副反応を

理解したうえで接種

するかどうか検討してください。

麻しん風しん混合ワクチン（ＭＲ）
風しん抗体価が充分でない方に

接種費用を助成

妊娠中（特に妊娠初期）の女性が

風しんに感染すると、生まれてくる

赤ちゃんが心疾患、白内障、聴力障

害など、先天性風しん症候群になる

可能性が高くなります。赤ちゃんの

先天性風しん症候群の発症を防ぐた

め、風しんの抗体価が低い対象者に

限定して、麻しん風しん混合ワクチ

ン（ＭＲ）の接種費用を助成します。

実施期間 来年３月３１日まで �対
本市に住民登録があり、風しん抗体

検査の結果、抗体価が低い（※１）

と判定された、次のいずれかに該当

する方 �妊娠を希望する昭和４１年
４月２日～平成９年４月１日生まれ

の女性（妊娠中の方を除く） �上
記�の配偶者またはパートナー（※
２）で平成９年４月１日以前生まれ

の男性 �現在妊娠している女性の
配偶者またはパートナーで平成９年

４月１日以前生まれの男性 ※ただ

し、風しんにかかったことが明らか

な方、ワクチン接種を２回以上受け

た方を除く。妊娠中の方は接種不可

（ワクチン接種後は最低２か月間の

避妊が必要）。 ※１の「抗体価が低

い」の基準は、抗体検査の結果がＨ

Ｉ法で１６倍以下、ＥＩＡ法で８．０未満

です。 ※２の「パートナー」とは、

事実上婚姻関係と同様の事情にある

同居の方のことです。 �料自己負担
１，０００円 �持風しん抗体検査の結果、
住所と年齢が確認できるもの、�の
対象者は母子健康手帳 �申市委託医
療機関に電話で ※市委託医療機関

は市ウェブサイトをご覧ください。

市委託医療機関以外での接種や風し

んの単独ワクチンについては助成対

象外。保健センターが実施する風し

ん抗体検査（無料）ではなく、医療

機関で任意で風しん抗体検査（有料）

を受けた場合であっても抗体価が低

いと判定され、対象に該当していれ

ば予防接種が受けられます。

【健康被害に対する救済制度】
この接種は、予防接種法に定めら

れていない任意の予防接種となるた

め、万一、ワクチン接種により重篤

な副反応が生じた場合は、予防接種

法による健康被害救済制度ではなく、

独立行政法人医薬品医療機器総合機

構の救済制度の対象となります。

◇ ◇

�問母子保健・感染症課 ０７２（９６０）

３８０５、�０７２（９６０）３８０９

対象者はワクチン接種を

大正４年４月２日～大正５年４月１日生まれ１００歳

大正９年４月２日～大正１０年４月１日生まれ９５歳

大正１４年４月２日～大正１５年４月１日生まれ９０歳

昭和５年４月２日～昭和６年４月１日生まれ８５歳

昭和１０年４月２日～昭和１１年４月１日生まれ８０歳

昭和１５年４月２日～昭和１６年４月１日生まれ７５歳

昭和２０年４月２日～昭和２１年４月１日生まれ７０歳

昭和２５年４月２日～昭和２６年４月１日生まれ６５歳
成人用肺炎球菌ワクチン 平成２７年度の対象者

医 歯科医歯科医 薬局薬局を
もちましょう

医 歯科医 薬局

������������������������������������������������������������

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（５） 平成２７年４月１５日



上
小
阪
配
水
場
（
新

上
小
阪
２
―

１４
）は
、
配

水
池
を
囲
む
よ
う
に
約

１
５
０
０
本
の
つ
つ
じ

が
植
え
ら
れ
、
花
を
眺

め
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
散

策
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す（
写
真
）。
次

の
日
程
で
一
般
開
放
し

ま
す
の
で
、
春
の
訪
れ

を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

�時
４
月
２２
日
�
〜
２９

日
�
９
時
〜
１６
時
（
雨

天
時
は
中
止
の
場
合
あ

り
）

※
各
日
先
着
で

粗
品
を
配
布
（
数
に
限

り
あ
り
）。

行
き
方

▽
電
車
�
近
鉄
八
戸
ノ

里
駅
（
南
へ
約
１
・

５
㎞
）

▽
バ
ス
�

近
鉄
東
上
小
阪
バ
ス

停
（
東
へ
約
３
０
０

ｍ
）、近
大
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
近
畿
大
学
東
門
前

バ
ス
停
（
北
東
へ
約
６

０
０
ｍ
、土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

※
酒

類
の
持
込
み
や
車
で
の

来
場
、
ペ
ッ
ト
の
同
行

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

開
花
状
況
な
ど
、
く
わ

し
く
は
自
動
音
声
案
内

（
０
１
８
０
―

９
９
１
―

８
２
０
�
有
料
・
期
間

中
の
み
�）を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

�問
上
下
水
道
局
経
営

企
画
室

０
６
（
６
７

２
４
）
１
２
２
１
、
�

０
６（
６
７
２
１
）２
３

７
４

�������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

近畿大学記念会館

至
俊
徳
道
駅

N

東上小阪
バス停

東上小阪バス停

近畿大学
近畿
大学

布施工科
高校

出入口

上小阪配水場

巨摩橋鏡通
至
中
央
環
状
線

近
畿
大
学

グ
ラ
ウ
ン
ド

宝持

宝持南

近畿大学記念館

至
俊
徳
道
駅

至
中
央
環
状
線

至八戸ノ里駅

今
年
４
月
か
ら
、
大

蓮
東
小
学
校
（
児
童
数

１
２
６
人
、
３
月
１
日

現
在
）
と
大
蓮
小
学
校

（
児
童
数
２
５
９
人
、

同
）
が
統
合
し
て
、
新

た
に
「
大
蓮
小
学
校
」

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り

ま
す
。

市
で
は
、
適
正
規
模

の
教
育
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
子
ど
も
の
た
め

に
な
る
と
の
考
え
か
ら
、

通
学
区
域
の
統
廃
合
な

ど
を
審
議
す
る
学
校
規

模
適
正
化
審
議
会
を
平

成
１７
年
に
設
置
。
こ
れ

に
よ
り
今
回
初
め
て
統

合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
小
学
校
の
施

設
整
備
や
校

名
、
通
学
路
な

ど
に
つ
い
て

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

地
域
住
民
、
教

職
員
の
代
表
者

に
よ
っ
て
平
成

２３
年
４
月
に
設

置
さ
れ
た
統
合

委
員
会
で
、
児

童
の
教
育
環
境

や
安
全
の
こ
と

を
第
一
に
考
え

て
慎
重
に
議

論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
し

い
学
校
は
、

正
門
の
校
名

板
の
文
字
筆

耕
を
書
道
家

の
尾
崎
邑
鵬

さ
ん
に
、
校

歌
の
作
曲
を

作
曲
家
の
上

柴
は
じ
め
さ
ん
に
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

統
合
に
先
立
ち
こ
の

ほ
ど
、
大
蓮
東
小
学
校

と
大
蓮
小
学
校
で
そ
れ

ぞ
れ
閉
校
式
典
が
行
わ

れ
、
児
童
ら
は
学
び
舎

に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

ま
た
、昨
年
１２
月
に
は
、

大
蓮
東
小
学
校
の
卒
業

生
で
現
在
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
職

員
の
川
北
史
朗
さ
ん
が

母
校
で
特
別
授
業
を
行

い
ま
し
た
。
川
北
さ
ん

は
、
自
身
の
大
蓮
東
小

学
校
で
の
思
い
出
話
や

今
取
り
組
ん
で
い
る
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
で
の
仕
事
な
ど

に
つ
い
て
話
し
、「
今
日

の
授
業
が
、
こ
の
学
校

で
過
ご
し
た
思
い
出
の

ひ
と
つ
に
な
れ
ば
う
れ

し
い
で
す
」
と
伝
え
ま

し
た
。

こ
の
統
合
に
あ
た
り
、

統
合
委
員
会
の
大
塚
勝

彦
委
員
長
は
「
こ
こ
ま

で
苦
労
も
あ
り
ま
し
た

が
、
統
合
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
の
世
界
は

よ
り
広
が
り
、
地
域
の

交
流
も
よ
り
深
ま
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
新
し

い
大
蓮
小
学
校
で
ど
ん

ど
ん
伝
統
を
つ
く
っ
て

い
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

４
月
か
ら
は
統
合
新

設
校
「
大
蓮
小
学
校
」

で
、
子
ど
も
た
ち
の
新

た
な
学
校
生
活
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。
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第３次実施計画の事業計画を部門別

計画の５つの施策体系に沿って、一部

紹介します。

また本計画より、特に重点的に進行

管理を行い、成果をあげることをめざ

す事業を「重点事業」として位置づけ

ています。

【第１部 市民が主体となったまち
づくり】
�東大阪市版地域分権制度検討事業

（重点） �まちづくり意見交換会開催
事業 �地域サポート職員配置事業
�人権啓発促進事業 �男女共同参画
推進事業 �平和のまちづくりの推進
事業 �市政情報番組提供事業
【第２部 市民文化を育むまちづく
り】
�新市民会館整備事業（重点） �新

たな観光まちづくり推進事業（重点）

�学びのトライアル事業（重点） �花
園ラグビー場整備事業（重点） �文化
財ボランティア育成事業 �生涯学習
推進事業 �留守家庭児童育成事業
【第３部 健康と市民福祉のまちづ
くり】
�地域子育て支援センター整備事業

（重点） �妊娠・育児支援メール配信
事業（重点） �産後ケア事業（重点）
�地域子ども子育て支援事業の充実（重
点） �健康増進事業（がん検診） �
小児初期救急広域運営事業 �食品表
示周知・取締り強化事業 �コミュニ
ティソーシャルワーカー配置事業 �
公立教育・保育施設整備事業 �介護
予防・日常生活支援総合事業 �在宅
心身障害者（児）短期入所事業 �生活

困窮者支援事業

【第４部 活力ある産業社会を切り
拓くまちづくり】
�住工共生のまちづくり事業（重点）
�市内企業と学生、女性の就職マッチ
ング事業（重点） �次世代モノづくり
啓発事業 �商店街コンシェルジュ事
業 �ファーム花いっぱい咲かそう事
業 �モノづくりワンストップ事業
�若年者等就業支援事業 �消費生活
相談事業

【第５部 安全で住みよいまちづく
り】
�防災力向上事業（重点） �「東
大阪市みんなで美しく住みよいまちを

つくる条例」推進事業（重点） �防
犯カメラ設置費補助事業 �違法屋外
広告物除却事業 �（仮称）緑化セン
ター整備事業 �景観形成調査事業
�大阪外環状線新駅設置事業 �ごみ
減量推進事業 �上下水道庁舎の建設
事業

ま
ち
づ
く
り
活
動
や
環

境
の
改
善
活
動
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
制
度
を
活
用
し
、
東

大
阪
市
を
魅
力
あ
る
ま
ち

に
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

や
っ
て
み
よ
う
�

地
域
で
ま
ち
づ
く
り

〜
地
域
ま
ち
づ
く
り

活
動
助
成
金

地
域
で
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
し
て
い
る
団
体
に
助

成
金
を
交
付
し
ま
す
。

�対
次
の
す
べ
て
に
当
て

は
ま
る
団
体

▽
市
内
に

活
動
拠
点
が
あ
り
、
構
成

員
の
過
半
数
が
市
内
在
住

・
在
勤
・
在
学
（
い
ず
れ

か
）

▽
非
営
利
の
公
益

的
な
活
動
を
し
て
い
る

▽
会
則
な
ど
を
定
め
て
い

る

▽
企
画
し
た
事
業
の

完
了
ま
で
遂
行
で
き
る

対
象
事
業

次
の
す
べ
て

に
当
て
は
ま
る
事
業

▽

市
内
を
対
象
に
実
施

▽

会
員
の
親
睦
を
主
な
目
的

と
し
て
い
な
い

▽
宗
教

的
ま
た
は
政
治
的
な
活
動

を
主
な
目
的
と
し
て
い
な

い

▽
法
令
に
適
合
し
て

い
る

▽
同
一
年
度
に
他

の
公
的
な
助
成
金
や
補
助

金
を
受
け
て
い
な
い

助

成
内
容
・
事
業

▽
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
助
成
（
上
限

１０
万
円
）�
立
ち
上
げ
て
５

年
以
内
の
団
体
が
行
う
ま

ち
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と

な
る
事
業

▽
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
助
成
（
上
限
４０
万

円
・
対
象
経
費
の
８
割
以

内
）�
お
お
む
ね
５
年
の
活

動
経
験
が
あ
る
団
体
が
活

動
を
拡
大
し
た
り
充
実
さ

せ
た
り
す
る
た
め
の
事
業

▽
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
助
成

（
上
限
１
０
０
万
円
・
対

象
経
費
の
５
割
以
内
）�
住

民
や
企
業
な
ど
複
数
の
団

体
が
協
働
し
な
が
ら
行
い
、

市
全
体
に
発
展
し
て
い
く

よ
う
な
事
業

▽
ま
ち
づ

く
り
フ
ァ
ン
ド
調
査
研
究

助
成
（
上
限
５０
万
円
・
対

象
経
費
の
８
割
以
内
）�
平

成
２８
年
度
、
ま
ち
づ
く
り

フ
ァ
ン
ド
助
成
に
申
請
す

る
こ
と
を
前
提
に
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
や
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
な
ど
の
調
査
研
究
事

業

▽
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ

ン
ド
助
成
（
上
限
５
０
０

万
円
）�
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
の
拠
点
と
な
る
施
設
や

空
間
整
備
な
ど
の
ハ
ー
ド

事
業

�申
申
請
書
と
必
要

書
類
を
５
月
８
日
�
（
必

着
）
ま
で
に
直
接

※
手

引
き
や
申
請
書
は
、
市
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
。
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
も
配
布
。

豊
か
な
環
境
創
造
基
金

補
助
金
交
付
団
体
を
募
集

市
で
は
、
地
球
環
境
へ

の
負
荷
の
低
減
や
地
域
環

境
の
改
善
な
ど
市
民
団
体

な
ど
が
行
う
環
境
に
関
す

る
活
動
に
対
し
て
、豊
か
な

環
境
創
造
基
金
を
活
用
し
、

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
事
業

�
公
共
的
な

施
設
に
事
業
者
団
体
な
ど

が
太
陽
光
発
電
設
備
な
ど

の
環
境
に
配
慮
し
た
設
備

を
設
置
す
る
事
業

�
市

内
の
保
育
所
、幼
稚
園
、小

・
中
学
校
が
単
独
で
行
う

（
市
立
は
除
く
）ま
た
は
住

民
な
ど
と
協
働
で
行
う
環

境
教
育
事
業

�
市
民
団

体
、
事
業
者
団
体
な
ど
が

実
施
す
る
環
境
啓
発
イ
ベ

ン
ト
や
河
川
浄
化
活
動
な

ど
の
事
業

※
個
人
や
企

業
の
単
独
申
請
は
で
き
ま

せ
ん
。

補
助
金
額
・
募

集
件
数

▽
�
上
限
５０
万

円
（
対
象
経
費
の
５
割
以

内
）�
２
件
程
度

▽
�
�

１
団
体
３０
万
円
以
内
�
あ

わ
せ
て
６
件
程
度

※
た

だ
し
今
年
度
予
算
２
７
０

万
円
の
範
囲
内
で
補
助
。

審
査
（
書
類
お
よ
び
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
の
う

え
決
定
し
ま
す
。

�申
申
請

書
と
必
要
書
類
を
５
月
１５

日
�
ま
で
に
直
接

※
申

請
書
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

【
寄
付
に
ご
協
力
を
】

こ
の
基
金
に
賛
同
い
た

だ
け
る
方
の
寄
付
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
（
税
制
上

の
優
遇
措
置
あ
り
）。協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

助
成
で
新
た
な
一
歩
を

合
同
説
明
会

地
域
ま
ち
づ
く
り
活
動

助
成
金
と
豊
か
な
環
境
創

造
基
金
の
概
要
を
説
明
し

ま
す
。

�時
４
月
２２
日
�
１８
時
３０

分
〜
２０
時
３０
分
、
２５
日
�

１０
時
〜
１２
時

�所
市
役
所

本
庁
舎
１８
階
研
修
室

◇

◇

※
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
市
民

団
体
の
た
め
の
講
座
な
ど

も
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い（
１０

面
参
照
）。

�申
�問
▽
ま
ち
づ
く
り
活

動
�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動

支
援
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
３
５
０
、�
０
６

（
４
３
０
９
）３
８
１
２

▽
環
境
改
善
活
動
�
環
境

企
画
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
９
８
、�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
１
８

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

こ
の
ほ
ど
、
後
期
基
本

計
画
に
基
づ
く
事
業
や
そ

の
実
施
時
期
を
定
め
る「
第

３
次
実
施
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

第
３
次
実
施
計
画
は
、

平
成
２７
年
度
を
最
終
年
度

と
す
る
第
２
次
実
施
計
画

の
内
容
を
見
直
し
、
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２

０
１
９
に
向
け
た
取
組
み

な
ど
、
新
た
な
施
策
を
積

極
的
に
進
め
て
い
く
た
め

の
内
容
を
盛
り
込
ん
で
い

ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
計
画
に

基
づ
き
「
夢
と
活
力
あ
ふ

れ
る
元
気
都
市
・
東
大
阪
」

の
実
現
に
向
け
て
事
業
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

計
画
の
構
成

第
３
次
実
施
計
画
は
、

「
総
論
」
「
部
門
別
計
画
」

「
地
域
別
計
画
」「
行
財
政

編
」
の
４
編
で
構
成
し
て

い
ま
す
。

総
論
で
は
、
計
画
の
目

的
や
期
間
、
対
象
事
業
な

ど
、
計
画
の
基
本
的
事
項

を
示
し
て
い
ま
す
。

部
門
別
計
画
で
は
、
後

期
基
本
計
画
で
定
め
る
５

つ
の
施
策
体
系
「
市
民
が

主
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く

り
」「
市
民
文
化
を
育
む
ま

ち
づ
く
り
」「
健
康
と
市
民

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」「
活

力
あ
る
産
業
社
会
を
切
り

ひ
ら拓
く
ま
ち
づ
く
り
」「
安
全

で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」

に
沿
っ
て
、
市
役
所
が
主

体
的
に
取
組
む
事
業
を
ま

と
め
て
い
ま
す
。

地
域
別
計
画
で
は
、
地

域
の
特
性
を
活
か
し
た
個

性
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
市
域
を
７
つ

の
地
域
（
Ａ
〜
Ｇ
）
に
区

分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

住
民
が
考
え
る
	
め
ざ
す

地
域
の
姿


と
そ
の
実
現

の
た
め
の
取
組
み
の
方
向

性
を
定
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
行
財
政
編
で
は
、

市
役
所
の
財
政
力
と
行
政

力
を
高
め
、
部
門
別
計
画

な
ど
に
示
し
た
事
業
を
確

実
に
進
め
て
い
く
た
め
、

効
率
的
で
健
全
な
行
財
政

運
営
の
取
組
み
を
ま
と
め

て
い
ま
す
。

基
本
的
な
考
え
方

第
３
次
実
施
計
画
は
、

後
期
基
本
計
画
に
お
け
る

「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
」「
市
民
自
治
の
ま
ち
づ

く
り
」
と
い
う
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
方
針
の
も
と
、

時
代
背
景
を
反
映
さ
せ
る

と
と
も
に
、
本
市
と
し
て

の
喫
緊
の
課
題
に
対
し
て

即
応
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、

そ
の
具
体
的
施
策
と
実
施

の
方
向
を
明
ら
か
に
す
る

も
の
で
す
。

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

次
の
内
容
に
留
意
し
て
い

ま
す
。

■
人
口
減
少
社
会

へ
の
対
応

「
子
育
て
世
代
が
住
み

た
く
な
る
ま
ち
」「
若
者
が

楽
し
め
、
定
住
し
た
く
な

る
ま
ち
」
を
つ
く
る
た
め

の
事
業
を
積
極
的
に
推
進

し
ま
す
。

■
市
民
の
安
全
・
安
心
な

暮
ら
し
を
確
保

本
市
が
こ
れ
ま
で
取
り

組
ん
で
き
た
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進
し
、

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の

確
保
を
図
り
ま
す
。

■
市
民
と
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進

市
民
と
行
政
と
が
対
等

な
立
場
で
適
切
な
役
割
分

担
の
も
と
、
課
題
解
決
に

取
り
組
む
な
ど
、
市
民
と

の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

■
限
ら
れ
た
財
源
・

資
産
を
有
効
に
活
用

限
ら
れ
た
財
源
・
資
産

を
有
効
活
用
し
、
最
大
の

効
果
を
上
げ
る
た
め
、
積

極
的
な
事
業
再
構
築
に
努

め
る
な
ど
、
対
象
事
業
の

必
要
性
、
有
効
性
な
ど
か

ら
検
証
を
行
い
ま
す
。

◇

◇

第
３
次
実
施
計
画
は
、

４
月
１５
日
�
か
ら
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
、
市
役
所
本
庁

舎
１
階
市
政
情
報
コ
ー
ナ

ー
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、
市
立
図
書
館
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

�問
企
画
室

０
６（
４
３

０
９
）３
１
０
１
、�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
２
６

市
で
は
、
平
成
３２
年
を
目
標
年
次
と
す
る

第
２
次
総
合
計
画
基
本
構
想
の
も
と
、
平
成

２２
年
に
後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
、
将
来
都

市
像
で
あ
る
「
夢
と
活
力
あ
ふ
れ
る
元
気
都

市
・
東
大
阪
」
の
実
現
に
向
け
て
、
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

大蓮東小学校の閉校式では児童に
よるステージ演奏が行われました

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢とととととととととととととととととととととととととととととと活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力ああああああああああああああああああああああああああああああふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」のののののののののののののののののののののののののののののの実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ

事 業 計 画 の 紹 介

つ
つ
じ
を
一
般
開
放

上
小
阪
配
水
場
に
１
５
０
０
本

大
蓮
小
学
校
の
校
旗
が
西
村
教

育
長（
右
）に
返
納
さ
れ
ま
し
た

両校で閉校式典開催
大蓮東小学校・大蓮小学校がひとつに

ま
ち
づ
く
り
活
動
と
環
境
改
善
活
動
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

第２次総合計画基本構想
平成15年～平成32年

前期基本計画
平成15年～平成22年

後期基本計画
平成23年～平成32年

３か年の実施計画
（２年ごとに見直し）

３か年の実施計画
（２年ごとに見直し）

平
成
２７
年
度
か
ら
３
年
間
の
取
組
み

第
３
次
実
施
計
画
策
定

ま
ち
づ
く
り
意
見
交
換
会
な
ど
を
通
し
て
市

民
が
主
体
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

子
育
て
世
代
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
を
め
ざ
し
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
な
ど
に
努
め
ま
す

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪 平成２７年４月１５日平成２７年４月１５日 （６）（７）



その他のつづき

市税の休日・夜間納付相談

市税の納付が困難な方は、休日・

夜間納付相談をご利用ください。

�時�休日�４月２５日�・２６日�９時
～１６時 �夜間�４月２７日�・２８日
�１７時３０分～２０時 ※休日の１２時～

１３時の電話相談はありません。 �所
市役所本庁舎３階納税課 �持納税通
知書、印鑑

【市税の口座振替にご協力を】
市税（市・府民税の普通徴収分、

固定資産税・都市計画税）の納付に

は、口座振替の利用をお願いします。

口座振替にすると、金融機関など

に出向かなくても自動的に預貯金口

座から納税できますので、納め忘れ

がなく便利です。口座振替は、預貯

金口座のある市税取扱金融機関（阿

波・徳島銀行を除く）または郵便局

に、通帳、届出印、納税通知書を持

参すると手続きすることができます。

口座振替依頼書は市ウェブサイトか

らダウンロードでき、市内の市税取

扱金融機関などにもあります。市税

の口座振替にご協力ください。

【市税のペイジー口座振替受付サ
ービス開始】
４月から市役所本庁舎３階納税課

で、金融機関のキャッシュカード（届

出印不要）で口座振替の申込みがで

きる「ペイジー口座振替受付サービ

ス」を実施しています。くわしくは

市ウェブサイトをご覧いただくか、

お問合せください。

◇ ◇

�問納税課 �納付相談�０６（４３０９）
３１４８ �口座振替�０６（４３０９）３１４７
☆�はいずれも０６（４３０９）３８０８

定員がある催しもあります。料金

表示のないものは無料です。くわし

くは問合せ先へ。

上達する写真教室
�時５月３１日�１４時～１７時�所ユトリ
ート東大阪�料１，０００円�申�問松居０６
（６７２３）４４３７（�兼用）

親子囲碁入門
�時５月９日�１０時～１２時�所大阪商
業大学リラク�申�問こども囲碁のふる
さと東大阪運営委員会事務局０６

（４７９６）４１１５（�兼用）
カードリーディング＆カウンセリング
�時５月９日�１３時３０分～２１時�所市
民会館�対女性�料各５００円�申�問河原０８０
（４３９１）４０８０

解説付きレコード鑑賞・交響曲
�時５月６日�１８時～２０時３０分�料２５０
円～�所�申�問あいも文化交流会館（御
厨中１）０６（６７８２）３５６６

親子映画会
�時５月５日�・６日�１３時３０分～

１６時３０分�所あいも文化交流会館（御
厨中１）�内アニメ・ピーターパン、
アラビアンナイト（２本立て）�料各
日２００円�問後藤０９０（１９１５）１６８６

春のクラシックライブとミニ歌声喫茶
�時４月１９日�１２時１５分～１３時１５分
�所あいも文化交流会館（御厨中１）
�料５００円～�申�問宮本０８０（６２１９）７９６４

石切神社うまいもん市で
ボーイスカウト体験

�時５月３日�１０時～１３時�所石切
つるぎや

劔箭神社東庭園�対幼稚園年長～小学
じん

３年�問神０９０（１１３８）２７６５
かわち野文化祭

�時５月１０日�１０時～１６時３０分�所ユ
トリート東大阪�問医療生協かわち野
生活協同組合０６（６７２６）６００１

企画展「ぼくは１００才」
・大阪伝統おもちゃ作り

�時�内�１０時～１７時�企画展�５月
５日�１４時～１６時�おもちゃ作りと
おはなし会�料一般８００円、子ども５００
円、親子１，２００円�所�申�問宮本順三記念

お ま け や ズ ン ゾ

館豆玩舎 ZUNZO０６（６７２５）２５４５

（�兼用）
フラダンス

�時４月１９日�１０時～１１時３０分�所東
体育館�申�問藤田０８０（２４０９）１１２８
カラーセラピー・アロマカード
�時４月２３日	１０時～１２時�所イコー
ラム（男女共同参画センター）�対女
性�料２，５００円※保育あり（有料）�申
�問米満�pandorasbox705@gmail.c
om

大人のらくらくピアノ
�時４月２２日
・５月１３日
・２７日

９時３０分～１０時３０分（計３日間）
�所ももの広場（楠根）�料３，０００円�申
�問田中０９０（９６２４）１８４３
花園ラグビー場ゴスペルフェスタ
�時５月２日�・３日�９時～１８時
�所市花園ラグビー場�内スポーツクリ
ニック、ゴスペル、ダンス、屋台な

ど�問花園ラグビー場ゴスペルフェス
タ実行委員会事務局０６（６７８２）７３３３

英田北校区ふれ愛の集い
�時４月２６日�１１時～１５時�所英田北
小学校�内講演、河内音頭、模擬店、
防災展示会など�問田伏０９０（８９３２）９８５３
シニアのためのボイストレーニング
�時４月２２日
・５月１３日
１０時４５
分～１１時４５分�所ももの広場（楠根）
�対６０歳以上の女性�料各１，０００円�申�問
宮本０９０（７９６２）４７２５

長田の里～コミュニティー祭り
�時４月２６日�１０時～１５時�内セラピ
ードッグショー、屋台、ビンゴ大会

など�所�問介護老人保健施設長田の里
（長田東１）０６（６７８８）８１９２

母の日に贈るスクラップブッキング
�時４月２８日�１０時～１３時�所カフェ
あじろの樹（足代新町）�料２，０００円
（ケーキ付き）�申�問LAY�OUT「大
塚」�lay�out.n@hotmail.com

東大阪高知県人会
さ わ ち

皿鉢料理を囲んで親睦を深めます。

�時５月１７日�１２時～１５時�所ユトリー
ト東大阪�料男性７，０００円、女性６，０００円
�申�問東大阪高知県人会「橋田」０６
（６７２１）８４５９

たきぎ

ひらおか薪能
�時９月２６日�１７時３０分～�所枚岡神
社※実行委員も募集（応募はファク

スのみ）�問枚岡薪能実行委員会事務
局０７２（９８１）４１７７、�０７２（９８２）８１７６
モラロジー生涯学習セミナー
�時５月２０日
・２１日	１８時５０分～

２１時５分（計２日間）�所イコーラム（男
女共同参画センター）�料２，０００円�申
�問東大阪モラロジー事務所０６（６７２７）
３８５０、�０６（６７２７）３８５１

やさしい俳句教室
�時４月２３日	・５月１４日	９時～

１２時（計２日間）�所くすのきプラザ
（若江岩田駅前）�申�問岡田０６（６７８４）
６９９８

登校拒否を克服する会
�時４月１９日�・６月７日�１３時～

１７時�所市民会館�料各５００円�問登校拒否
を克服する会事務所０６（４３０９）００４３

メグ

押し花サロン「恵」作品展
�時４月２９日�～５月３日�１０時～

１７時（５月３日のみ１５時まで）�所市民
美術センター�問成崎０８０（５７１３）５９４９

ももっこ

【親子クッキング】
�時４月２４日�１０時～１１時 �対２
歳以上の幼児 �定１０組（申込先着
順） �料１００円 �持エプロン、三角
巾 �申４月１５日
１０時から電話で
【赤ちゃんタイム】
�時毎週金曜日１３時３０分～１６時
�対未歩行の０歳児

◇ ◇

�申�問ももっこ（楠根子育て支援
センター） ０６（４３０６）４１５１、�０６
（４３０６）３０８０

荒本子育て支援センター

【簡単�こいのぼりを作ろう】
�時４月２４日�１０時～１１時３０分
�対２歳以上の幼児 �定２０組（申込
先着順） �申４月１５日
１３時から
電話で

【絵本の広場】
�時５月１日�１３時３０分～１５時
�対就学前乳幼児、地域の方
【親子広場】
�時５月１３日～６月１０日の水曜日

１０時～１１時（計５日間） �対２歳
児 �定１５組（抽選） �申４月２０日
�１３時～２８日�１７時に電話で

◇ ◇

�申�問荒本子育て支援センター
０６（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）２５９７

鴻池子育て支援センター

【サラダ野菜を育てよう】
�時５月１日�１０時～１１時３０分
�対２歳以上の幼児 �定１０組（申込
先着順） �料１００円 �持２�の四角
いペットボトル１本、持ち帰り用

袋 �申４月１７日�１３時から電話で
【お出かけ赤ちゃんタイム】
�時５月１５日�１５時１５分～１６時３０
分 �所府立城東工科高校ガラスの
実験棟 �対未歩行の０歳児
【鴻池スカイランドでホッと広
場】
シャボン玉で遊びます。 �時５
月１８日�１０時３０分～１１時３０分 ※

雨天中止。 �所鴻池スカイランド
◇ ◇

�申�問鴻池子育て支援センター
０６（６７４８）８２５１、�０６（６７４３）０５７７

あさひっこ

【いっしょにこいのぼりを作ろ
う】
五条老人センターの利用者とい

っしょに作ります。 �時５月７日

	１０時～１１時 �所五条老人センタ
ー �対２歳以上の幼児 �定１０組（申
込先着順） �申４月１６日	１０時から
電話で

【孔舎衙公民分館で遊ぼう】
�時５月７日	１０時～１１時 �所孔
舎衙公民分館 �対０歳児 �定１０組
（申込先着順） �持抱っこひも
�申４月１６日	１０時から電話で
【親子広場】
�時５月７日～７月２日の隔週木
曜日１０時～１１時（計５日間） �対
２歳児 �定１０組（抽選） �申４月
１４日�１０時～２２日
１７時に電話で

◇ ◇

�申�問あさひっこ（旭町子育て支
援センター） ０７２（９８０）８８７１、�
０７２（９８５）１０５５

長瀬子育て支援センター

【みんなみんなよっといで�】
�時４月２４日�９時３０分～１２時、

２７日�９時３０分～１６時 ☆自由来

館（持参したお弁当も食べられま

す） �対就学前乳幼児
【牛乳パック deイス作り】
�時５月１５日�１３時３０分～１５時３０
分 �対就学前乳幼児 �定８組（申
込先着順） �申４月２７日�１３時か
ら電話で

【親子広場】
�時５月２０日～６月１７日の水曜日

１０時～１１時（計５日間） �対１歳児
�定１５組（初参加者を優先して抽選）
�料５０円 �申４月２７日�～５月１４日
	９時３０分～１７時に電話で

◇ ◇

�申�問長瀬子育て支援センター
０６（６７２８）１８００、�０６（６７２８）２４１３
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※車での来場はご遠慮ください。�所の記載の
ない催しは、各子育て支援センターで開催。
�対は子どもについてのみ記載していますが、
すべて保護者が同伴してください。申込方
法の記載のない催しは申込不要です。

いっしょにあそぼう�
子育て支援センターの催し

東 大 阪 市 政 だ よ り （８）平成２７年４月１５日

mailto:pandorasbox705@gmail.com
mailto:pandorasbox705@gmail.com
mailto:lay-out.n@hotmail.com


宅建相談

�時４月２８日�１０時～１４時 �所市役
所本庁舎１階相談室 �定１０人（当日
先着順） �内不動産に関すること
�問市政情報相談課 ０６（４３０９）３１０４、

�０６（４３０９）３８０１

福祉なんでも相談

高齢者や障害者、子育て中の方な

どの相談にコミュニティソーシャル

ワーカーが応じます。 �時�所�５月
１日��グリーンパル（中鴻池）
�７日��くすのきプラザ（若江岩
田駅前）、夢広場（布施駅前）、はす

の広場（近江堂） �８日��やま
なみプラザ（四条） �２０日��ゆ
うゆうプラザ（日下） �２１日��
ももの広場（楠根） ☆いずれも１３

時３０分～１６時

�問福祉企画課 ０６（４３０９）３１８１、�
０６（４３０９）３８１５

市立学校園
有償ボランティア登録者

市立学校園で学習補充や特別支援

教育、日本語指導などのボランティ

アとして活動できる登録者を募集し

ます。 �対大学生以上の方 登録期
間 来年３月まで 活動時間 週１

日～５日で１日１時間～６時間 謝
金 １時間１，０００円（交通費を含む）

�申登録票を直接 ※登録票は市ウェ

ブサイトからダウンロード可。活動

する学校園が決定した後に健康診断

書の提出が必要。

�申�問学校教育推進室 ０６（４３０９）

３２６８、�０６（４３０９）３８３８

市立学校園の講師登録者

市立学校園で欠員が生じたときに

講師として勤務できる登録者を募集

しています。勤務条件などくわしく

はお問合せください。 �対教員免許
状を取得している方 �申電話連絡の
うえ、履歴書を直接

�申�問教職員課 ０６（４３０９）３２７３、�
０６（４３０９）３８３８

ケアアシスタント登録者

医療的ケアが必要な子どもを支援

するケアアシスタント（医療介助員）

として、市立学校園で勤務できる登

録者を募集します。くわしくはお問

合せください。 �対看護師または准
看護師の資格がある方 勤務時間
８時３０分～１５時１５分

�申�問学校教育推進室 ０６（４３０９）

３２６９、�０６（４３０９）３８３８

預かり保育有償協力者の登録

市立幼稚園の教育時間終了後の預

かり保育協力者の登録を募集します。

�対幼稚園教諭または保育士の資格が
ある大学生以上の方 登録期間 来

年３月まで 活動時間 週１日～３

日で１日３時間３０分程度 謝金 １

時間１，２００円（交通費を含む） �申電
話連絡のうえ、履歴書と資格書類の

写しを直接

�申�問学事課 ０６（４３０９）３２７０、�０６
（４３０９）３８３８

要保護児童対策協議会
ふれあい祭りパレード参加者

ふれあい祭りのパレードに参加で

きる子どもを募集します。 �時５月
１０日� ☆近鉄河内小阪駅周辺に１０

時集合、布施駅周辺で解散 �対３５分
間のパレードを歩ける５歳児～小学

生（保護者同伴可） �定３０人（申込
先着順） �申５月１日�までに電話
で ※くわしくは市ウェブサイトを

ご覧ください。

�申�問子ども見守り課 ０６（４３０９）

３１９７、�０６（４３０９）３８１７

親子記者～長崎で平和取材を

長崎市へ出向き、平和祈念式典へ

の参加や被爆者への取材を通して、

原爆や平和について親子で考え、発

信しませんか。 �時８月８日�～１１
日�（３泊４日） �対市内在住の小学
生（４年生以上）とその保護者 �定全
国から９組１８人（抽選） ※長崎市

への交通費や宿泊費、取材補助経費

を支給。 �申基本事項（左に掲載）と
性別、学校名、学年、保護者の氏名

と性別、平和を願う一言メッセージ

を５月１３日�（消印有効）までにハガ
キまたはＥメールで ※日本非核宣

言自治体協議会ウェブサイトからも

申込み可。結果は当選者にのみ通知。

�申�問〒８５２―８１１７長崎市平野町７―８
長崎市平和推進課内日本非核宣言自

治体協議会事務局 ０９５（８４４）９９２３、

�０９５（８４６）５１７０、�info@nucfr
eejapan.com

�問人権啓発課 ０６（４３０９）３１５６、�
０６（４３０９）３８２３

�時５月１８日～７月１３日の月曜日
９時１５分～１２時（計９日間） �所
東大阪アリーナ（初回と最終回は

西保健センター） �対全日程参加
できる東大阪市国民健康保険加入

者で、特定健診や人間ドックなど

を受診した６８歳以下の初参加者

※心疾患の方（以前かかったこと

がある方を含む）および血圧が１６０

／９５mmHg以上の方は参加できま

せん。 �定３０人（抽選） �内プー
ル内でのウォーキングとアクアビ

クス ※ロッカー代が必要。 �申

基本事項

（左下に

掲載）を

５月１日

�までに
電 話 で

（ファク

ス、直接

も可）

�申西保健センター ０６（６７８８）

００８５、�０６（６７８８）２９１６
�問医療保険室保険管理課 ０６

（４３０９）３０５１、�０６（４３０９）３８０５

市民環境フェスティバル出店者

５月３０日�（雨天時は３１日�に順
延）に花園中央公園で開催する「市

民環境フェスティバル２０１５」でのエ

コマーケットと手作り＆アート作品

の出店者を募集します。 �料１，０００円
�申基本事項（左下に掲載）と参加形態
（マーケット、手作り）を４月２２日�
までにファクスまたはＥメールで

�申�問環境フェスティバル実行委員
会「松浦」 ０９０（６９６５）３３８７、�０６
（６７３０）５６３０、�e.kanfes@gmail.com
�問循環社会推進課 ０６（４３０９）３１９９、

�０６（４３０９）３８１８

生産緑地地区の追加指定

市では、市街化区域内の農地を計

画的に保全し、良好な都市環境を形

成するため、生産緑地地区の指定を

行っています。

追加指定の相談は随時受け付けて

いますが、平成２７年度中に追加指定

を受ける場合の受付は５月２９日�で
締め切ります。それ以降は平成２８年

度の指定となりますので、ご注意く

ださい。

�問都市計画室 ０６（４３０９）３２１１、�
０６（４３０９）３８３１

交通遺児激励金を給付

父または母を自動車などの車両に

よる事故で亡くした平成９年４月２

日以降生まれの１８歳以下の方を対象

に、市民の善意によるお金を交通遺

児激励金（２万円）として給付します。

なお今春、次に当てはまる方は金額

を加算します。 �小学校へ入学�
２万円 �中学校へ入学�３万円
�高校へ進学または就職�５万円（在
学・在職証明書が必要） �申申請書
を４月２７日	までに校区福祉委員長
へ直接 ※申請書は校区福祉委員長

宅または総合福祉センター内ボラン

ティア・市民活動センターで配布。

�問ボランティア・市民活動センタ
ー ０６（６７８９）５５５０、�０６（６７８９）
２９２４

モノづくり支援施策説明会

モノづくりに関する補助金などの

施策説明会を開催します。 �時４月
２２日�１８時～１９時３０分、２３日�１４時
～１５時３０分 ※２日とも同じ内容。

�所クリエイション・コア東大阪南館
クリエイターズプラザ �定各５０人（申
込先着順） �申基本事項（左下に掲
載）を４月２０日	までに電話で（フ
ァクス、Ｅメールも可）

�申�問モノづくり支援室 ０６（４３０９）

３１７７、�０６（４３０９）３８４６、�mono
dukuri@city.higashiosaka.lg.jp

傍聴しませんか
自立支援協議会

�時５月８日�１５時～１７時 �所市役
所本庁舎１８階研修室 �対市内在住・
在勤・在学（いずれか）の方 �定５
人（抽選） �内中立・公平性を確保
する観点での相談支援事業の運営評

価、具体的な困難事例への対応の指

導・助言、関係機関によるネットワ

ークの構築など �申基本事項（左下
に掲載）と手話通訳の要否を４月２４

日�（必着）までにハガキまたはフ
ァクスで

�申�問〒５７７―８５２１市役所障害者支援
室 ０６（４３０９）３１８３、�０６（４３０９）３８１３

毎月１５日は割引
高齢者ふれあい入浴

高齢者同

士または幼

児との入浴

や団らんを

楽しんでも

らうため、

料金を割引

する「高齢者ふれあい入浴」を毎月

１５日に行っています。 �時毎月１５日
※悪天候などにより翌日実施する場

合もあり。 �対�料�市内在住の６５歳
以上の方�４４０円が２２０円に �市内
在住の６５歳以上の方と就学前幼児�
１組５００円が２５０円に 利用方法 浴

場で「ふれあい入浴券」（健康保険証

などで年齢を確認）の交付を受け、

実施日に料金を持って直接

�問高齢介護課 ０６（４３０９）３１８５、�
０６（４３０９）３８４８
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●記号の見方
�時とき �所ところ �対対象 �定
定員・定数 �内内容 �料料金（表
示のないものは無料） �持持ち物
�申申込方法・申込み先など �問
問合せ先 �Ｅメールアドレス
●申込みの基本事項
�行事名または教室名
�住所
�氏名（ふりがなも）
�年齢
�電話・ファクス番号

以上をそれぞれの申込み先へ
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生活習慣病予防・健康増進のために国保加入者対象

水中ウォーキング教室

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（９） 平成２７年４月１５日
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学ぶのつづき

仕事で使えるパソコン講座

�時４月２１日�１０時～１５時 �対１５歳
～３９歳の求職中の方 �定６人（申込
先着順） �内エクセル �申４月１５日
�～２０日�に電話で
�所�申�問東大阪若者サポートステー
ション（高井田元町２） ０６（６７８７）

２００８、�０６（６７８７）２０１８
�問労働雇用政策室 ０６（４３０９）３１７８、

�０６（４３０９）３８４６

長瀬青少年センターの教室

【子育て教室～子育ての輪】
�時４月１７日�１９時～２０時４５分、２２
日�１０時～１１時４５分 ※申込不要。

不登校や子育ての悩みなどの個別相

談にも応じています（１週間前まで

に電話で要予約）。

【手話体験教室（応用）】

�時５月１６日～来年２月の原則毎月
第１・３土曜日１３時３０分～１５時３０分

（計１８日間） �対手話の入門を修了
している中学生以上の方 �定２０人（抽
選） �料１，４７０円
【点字にチャレンジ】
初心者は点字の打ち方を学び、経

験者は点訳絵本を作ります。 �時５
月～来年３月の第４土曜日１０時～１２

時（１２月を除く計１０日間） �対小学生
以上の方 �定２０人（抽選） �料５００円

◇ ◇

�申基本事項（９面に掲載）を４月
２５日�（必着）までにハガキまたは
ファクスで

�所�申�問〒５７７―０８３２長瀬町３―７―４０
長瀬青少年センター ０６（６７２７）１２００、

�０６（６７２９）９７８７

ＮＰＯ・市民団体のための講座

【助成金申請のコツを学ぶ講座】
助成金申請にあたっての申請書の

書き方や効果的なプレゼンテーショ

ンの方法を学びます。 �時４月２５日
�１３時～１６時 �対助成金申請予定団
体や市内で活動するＮＰＯ法人およ

び市民活動団体の方 �定３０人（抽選）
�申４月２２日�（必着）まで
【ＮＰＯ法人のための会計講座】
事業実績報告書などの提出の際に

求められる「活動計算書」「貸借対照

表」など会計書類の作成に必要なポ

イントを学びます。 �時５月１６日�
１３時３０分～１６時 �申５月８日�（必
着）まで

◇ ◇

�所市役所本庁舎１８階研修室 �申基
本事項（９面に掲載）と所属団体名、

Ｅメールアドレス、質問（あれば）

を各申込期限までにハガキで（電話、

ファクス、Ｅメール、直接も可）

�申�問〒５７７―８５２１市役所ＮＰＯ・市
民活動支援課 ０６（４３０９）３３５０、�０６
（４３０９）３８１２、�npo�shimin@cit
y.higashiosaka.lg.jp

東大阪市長杯
ゲートボール大会

�時５月２６日�９時～１５時 ※雨天

時は５月２８日�に順延。 �所吉田春
日グラウンド �対市内在住・在勤（い
ずれか）の方で編成したチーム（１

チーム５人～７人） �定２４チーム（申
込先着順） �内各コート３試合のリ
ンク戦で競技時間は３０分 �料１人３００
円 �申電話連絡のうえ、申込用紙と
料金を５月７日�までに直接 ※５

月８日�に市役所本庁舎１６階で組合
せ抽選会。

�申�問�市ゲートボール協会「吉川」
０６（６７８２）４９７０ �青少年スポーツ
室 ０６（４３０９）３２８２、�０６（４３０９）３８３５

自然の中でキャンプを楽しもう
自由の森なるかわの催し

【野外活動クラブ】
さまざまなアウトドア技術を学び

ながら、自信、協力、主体性、想像

力、実行力など�生きる力	を育てる
ためのキャンプです。 �時５月９日�
～１０日
、６月２０日�～２１日
、９
月５日�～６日
、１０月１０日�～１２
日�、１１月１４日�～１５日
、１２月１９
日�～２０日
 �対小学校６年生～高
校生 �料年間４９，０００円 ※分割の場

合は５３，０００円。 �申４月１５日�から
電話で

【山の子クラブ】
自然とふれあいながら、いっぱい

遊ぶキャンプです。 �時５月３０日�
～３１日
、７月４日�～５日
、９
月１２日�～１３日
、１０月２４日�～２５
日
、１１月２８日�～２９日
、来年１
月１６日�～１７日
 �対小学校３年生
～５年生 �料年間４５，０００円 ※分割

の場合は４９，０００円。 �申４月１６日�
から電話で

◇ ◇

�定各３０人（申込先着順）
�所�申�問自由の森なるかわ（市立野
外活動センター） ０７２（９８６）１５５１、

�０７２（９８６）１５５０

くすのきプラザの催し

【歌声広場】
懐かしのメロディーをみんなで歌

います。 �時５月１７日
１４時～１６時
３０分 �所くすのきプラザ（若江岩田
駅前） �定１００人（抽選） �料５００円
�持飲み物 �申基本事項（９面に掲載）
を４月２４日�（必着）までに往復ハ
ガキで

【くすのき寄席】
�時６月７日
１３時３０分から �所イ
コーラム（男女共同参画センター）

�定２４４人 �内落語、講談、漫才、曲芸、
河内音頭 �料８００円 ※５月１日�９
時からくすのきプラザでチケット発

売（１人３枚まで。先着順）。当日券

はありません。

◇ ◇

�対市内在住・在勤（いずれか）の方
�申�問〒５７８―０９４１岩田町４―３―２２―５００
くすのきプラザ ０７２（９６７）６５６５（�
兼用）

本っていいね
４月２３日は子ども読書の日

子ども読書の日を機に読書に親し

みませんか。幼児・児童とその保護

者が対象です。

【旭町図書館】
�時４月１８日�１４時～１５時３０分 �所
東保健センター �定５０人（当日先着
順） �内パネルシアター、絵本紹介
など

�問旭町図書館 ０７２（９８２）１２３５、�
０７２（９８４）６０７９

【永和図書館（暫定施設）】
�時４月２５日�１０時～１１時 �所夢広
場（布施駅前） �定１００人（当日先着
順） �内大型紙芝居、ミュージック
パネルなど

�問永和図書館（暫定施設） ０６

（６７８１）５５００、�０６（６７８４）５６３０
【花園図書館】
�時４月２５日�１１時～１１時３０分・１４
時～１４時３０分 ※本の展示は１０時～

１６時。 �定各３０人（当日先着順）
�内大型絵本、絵本の読み聞かせ、本
の展示など

�所�問花園図書館 ０７２（９６５）７７００、

�０７２（９６５）９２１２

高井田マンドリンコンサート

大阪教育大学ギターマンドリンク
あき そ う び

ラブと大正琴サークル「秋薔薇」に

よる演奏をお楽しみください。 �時
４月２９日�１４時～１６時（開場は１３時
３０分） �対市内在住の方 �定１２０人
（当日先着順）

�所�問総合福祉センター内高井田障
害者センター ０６（６７８９）０１３１、�０６
（６７８９）２８７０

ドリーム２１の催し＆教室

【星をみる会】
月や金星・木星・星座を観察しま

す。 �時４月２５日�１８時３０分～２０時
３０分 ※雨天・曇天時は中止（当日

１６時以降に問合せ可）。小学生以下の

みの参加不可。申込不要。

【こどもの日ゆめ劇場】
みぞんによるジャグリングショー

をします。 �時５月５日�１１時～１１
時３０分・１２時１５分～１２時４５分・１３時

１５分～１３時４５分・１４時３０分～１５時

�定各１８０人（当日先着順）
【子ども文化劇場】
フルート・ピアノ・ウクレレによ

るアンサンブルユニットRippleによ

る読み聞かせを交えたコンサートで

す。 �時５月６日�１１時～１２時１０分
・１４時３０分～１５時４０分 �料４歳以上
５００円（事前予約４００円） ※３歳以下

も座席が必要な場合は有料。ドリー

ム２１窓口で発売中（電話予約も可）。

【ものづくり教室】
親子で陶芸にチャレンジしません

か。 �時�Ａコース
５月９日�・
１０日
１０時～１２時、３０日�１４時～１６
時 �Ｂコース
５月９日�・１０日

・３１日
１４時～１６時 ※各計３日

間。 �対全日程参加できる小学生と
その保護者 �定各１０組２０人（抽選）
�料１組１，０００円 �申基本事項（９面に
掲載）とコース名、学校名、学年、

保護者氏名を４月２６日
（必着）ま
でにハガキまたはＥメールで

◇ ◇

�所�申�問〒５７８―０９２３松原南２―７―２１
ドリーム２１ ０７２（９６２）０２１１、�０７２
（９６２）０８１０、�kyositu@dream21.
higashiosaka.osaka.jp

郷土博物館

【古墳の見学会～山畑古墳群】
博物館周辺にある山畑古墳群を

学芸員と見学しませんか。 �時４
月２６日
 ※時間・集合場所は申

込時に伝えます。雨天中止。 �対２０
歳以上の方 �定１５人（申込先着順）
【親子で貝のアクセサリー作り
＆火おこし体験】
�時４月２９日�１０時３０分～１４時３０
分 �所郷土博物館 �対小学生とそ
の保護者 �定１５人（申込先着順）

�料一般５０円、高校・大学生３０円、小・
中学生２０円 �持汚れてもよい服・
靴、エプロン、弁当、飲み物、敷物

◇ ◇

�申４月１６日�９時から電話で
�申�問郷土博物館 ０７２（９８４）６３４１、

�０７２（９８６）１４３２

旧河澄家
鯉のぼり・五月飾りを展示

端午の節句にあわせて「鯉のぼ

り」や「五月飾り」などを展示し

ます。 �時４月１５日�～５月３１日


９時３０分～１６時３０分
【体験イベント～鯉のぼり作り】
�時４月１９日
１０時～１２時・１３時
～１５時 �対小学生 ※低学年は保

護者同伴。 �定５０人（申込先着順）
�申電話または直接

◇ ◇

�所�申�問旧河澄家（日下町７）
０７２（９８４）１６４０（�兼用）

鴻池新田会所
古地図みて史跡ハイキング

古地図をたよりに、御厨・長田

・布施周辺を散策します（約１２�）。
�時４月２９日�９時３０分～１５時 �定
３０人（申込先着順） �持弁当、飲み
物 �申４月１５日�１０時から電話で
�申�問鴻池新田会所 ０６（６７４５）

６４０９、�０６（６７４４）７４９８
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歴史にふれてみよう
郷土博物館・旧河澄家・鴻池新田会所の催し

東 大 阪 市 政 だ よ り （１０）平成２７年４月１５日
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大人のための
農業体験プログラム「いも」

いもの植付けから収穫、さらに焼

酎に加工して味わうという一連の流

れを通して、農業の魅力と大変さを

体感してみませんか。完成した焼酎

はＪＡ直売所で販売予定で、参加者

には１本プレゼントします。

�時�内�５月２３日��植付け �１０
月上旬�収穫 �来年５月中旬�焼
酎試飲会ほか ※計３日間程度。

�所市内農地など �対市内在住・在勤
・在学（いずれか）の２０歳以上の方

�定５０人（抽選） �料３，５００円程度 �申
基本事項（９面に掲載）と市外在住

者は勤務先または学校名を４月２６日

�（消印有効）までに往復ハガキで
�申�問〒５７７―８５２１市役所農政課 ０６

（４３０９）３１８０、�０６（４３０９）３８４６

花粉症とアレルギーを学ぼう

�時４月３０日�１３時３０分～１５時 �対
市内在住の６０歳以上の方 �定４０人（申
込先着順） �申４月１５日�から電話
または直接

�所�申�問五条老人センター ０７２

（９８５）３７５１、�０７２（９８６）７５９２

角田総合老人センターの教室

【手作り作品教室】
ハンドバッグハンガーを作ります。

�時５月２６日�１３時３０分～１５時３０分
�定２０人（抽選） �料６００円 �持ハサミ、
ボンド、爪楊枝、ピンセット、タオ

ル �申５月１日�～１５日�に電話ま
たは直接

【陶芸体験教室】
�時�内�５月２８日��成形 �６月

１７日��色つけ ☆いずれも１０時～

１２時または１３時３０分～１５時３０分 �定
各１０人（申込先着順） �料１，０００円
�持エプロン、タオル �申４月２０日	
から電話または直接

◇ ◇

�対市内在住の６０歳以上の方
�所�申�問角田総合老人センター ０７２

（９６２）８０１１、�０７２（９６３）２０２０

新たにチャレンジ
東大阪アリーナの教室

【１日水泳体験教室（大人）】
�内�時�はじめてスイミング�２３日
�１１時～１２時 �レディース
�２４
日�１１時～１２時 �レディース��
２３日�１４時～１５時 �成人
�２２日
�・２４日�・２７日	１３時３０分～１４時
３０分 �成人��２４日�・２７日	１９
時３０分～２０時３０分 �アクアビクス
�４月２２日�１０時～１０時４５分・２３日
�１９時３０分～２０時１５分 �対１６歳以上
の方 �定各日５人（申込先着順）
�料各日１，０００円 �持水着、ゴーグル、
バスタオル �申各開催日の前日まで
に電話または直接

【実用ボールペン・筆ペン教室】
�時５月２日�・１６日�・６月１３日
�・２７日�・７月４日�・１１日�１０
時４５分～１２時（計６日間） �対中学生
以上の方 �定１０人（申込先着順） �料
７，２００円 �持ボールペン、筆ペン
�申電話予約のうえ、料金を４月２７日
	までに直接

◇ ◇

�所�申�問東大阪アリーナ ０６（６７２６）

１９９５、�０６（６７２６）１９９４

市民ふれあいホールの教室

無料体験会もあります。体験会の

日程などくわしくはお問合せくださ

い。

【キッズチア教室】
�時�対毎週火曜日�１６時３０分～１７時

３０分�４歳～小学校２年生 �１８時
～１９時�小学校３年生～中学生 �定
各３０人

【ジュニアバレエ教室】
�時�対毎週土曜日�１０時～１１時�幼
稚園児 �１１時～１２時�小学生 �定
各１０人

◇ ◇

※いずれも申込先着順。 �料各
８，６４０円（８回分） �持運動ができる
服、室内用シューズ、タオル、飲み

物、なわとび（キッズチアのみ）

�申基本事項（９面に掲載）を４月２８
日�（必着）までにハガキで（電話、
ファクスも可）

�所�申�問〒５７９―８０３５鳥居町３―３ 市民

ふれあいホール ０７２（９８２）６５６３、�
０７２（９８２）２７６８

青少年女性センターの教室

【親子でスイーツ作り】
いちごのブランマンジェとクッキ

ーを作ります。 �時５月１７日�１３時
～１６時 �対市内在住・在学（いずれ
か）の子どもとその保護者 �定８組
（抽選） �料１，０００円
【初心者向けパッチワーク】

バ
ス
ケ
ッ
ト
の
ポ
ー
チ
を

作
り
ま
す

�時５月３０日�・６月６日�・１３日
�１３時３０分～１５時３０分（計３日間）
�対市内在住・在勤・在学（いずれか）
の方 �定１５人（抽選） �料１，３００円

◇ ◇

�申基本事項（９面に掲載）を４月３０
日�（消印有効）までに往復ハガキで
�所�申�問〒５７７―００５４高井田元町１―１１―

１７ 青少年女性センター ０６（６７８９）

５７４６、�０６（６７８９）２０４９

やさしい法律の話

�時５月３１日�１３時３０分～１５時 �対
市内在住・在勤（いずれか）の方 �定
３０人（申込先着順） �内安心できる遺
言書の作り方 ※終了後、個別相談あ

り。 �申基本事項（９面に掲載）を５
月１５日�（必着）までに往復ハガキで
�所�申�問〒５７８―０９７５中鴻池町２―３―１３
グリーンパル（中鴻池） ０６（６７４７）

１５９２、�０６（６７４４）２７４８

メロディうんどう教室

�時５月～来年３月の第３木曜日１３
時３０分～１５時（２月のみ第１木曜日。

計１１日間） �対市内在住の６０歳以上の
方 �定５０人（申込先着順） �内介護予
防、口腔ケア、認知症予防、転倒予防

�持運動ができる服、タオル、飲み物
�申４月２１日�から電話または直接
�所�申�問総合福祉センター内高井田
老人センター ０６（６７８９）３７５１、�０６
（６７８９）９１７４

第４土曜日に市役所本庁舎の一部

窓口業務を開設しています。

他市町村や警察署などへの確認や

問合せが必要な場合は、取扱いがで

きないことや手続きが完了しないこ

とがあります。くわしくは担当課へ

お問合せください。

なお、土曜開庁時にも３か国語（英

語、韓国・朝鮮語、中国語）での通

訳業務を行っています。

�時４月２５日�９時～１２時 �所市役
所本庁舎２階・３階 �持運転免許証
やパスポートなどの本人確認書類

取扱業務

【住民関係】
戸籍届、住民異動届、印鑑登録な

どの届出や住民票、印鑑証明などの

各種証明書交付など

�問市民課 ０６（４３０９）３１７２、�０６
（４３０９）３８０４

【国民健康保険・後期高齢者医療
保険関係】
加入・脱退・変更の申請や各種療

養費の給付申請、保険料の納付・相

談など

�問�医療保険室資格給付課 ０６

（４３０９）３１６７、�０６（４３０９）３８０４ �
医療保険室保険料課 ０６（４３０９）３１６８、

�０６（４３０９）３８０７
【医療助成関係】
子どもや障害者などの医療費助成

にかかる医療証の申請および療養費

の申請など

�問医療助成課 ０６（４３０９）３１６６、�
０６（４３０９）３８０５

【児童手当などの関係】
児童手当や児童扶養手当などの申

請

�問国民年金課 ０６（４３０９）３１６５、�
０６（４３０９）３８０５

【市税関係】
市税の各種証明書発行や納付・相

談・申告受付・申請受付・閲覧・届

出、原動機付自転車および小型特殊

自動車の登録・廃車

�問�税制課 ０６（４３０９）３１３１、�０６
（４３０９）３８１０ �市民税課 ０６（４３０９）

３１３５、�０６（４３０９）３８０９ �固定資産
税課 ０６（４３０９）３１４３～３１４４、�０６
（４３０９）３８１１ �納税課 ０６（４３０９）

３１４７～３１５２、�０６（４３０９）３８０８
◇ ◇

�問政策調整室 ０６（４３０９）３０１６、�
０６（４３０９）３８４７

５月９日�・１０日�、花園セン
トラルスタジアムで、プロ野球フ

ァーム公式戦「オリックス・バフ

ァローズVS阪神タイガース」を開

催します。

当日は東大阪市民ふれあい祭り

と同時開催。花園中央公園内では、

たくさんの催しも開催されます。

ぜひお越しください。

�時５月９日�・１０日�１３時試合
開始（開場は１１時３０分�予定
） ※
雨天中止。 �所花園セントラルス
タジアム �料前売り�一般１，０００
円、小・中学生５００円（当日�一般

１，２００円、小・中学生６００円） ※

市内バファローズフレンドショッ

プで発売中（川上スポーツ ０９０―

１４４１―７５０３〈１２時～２１時〉、太陽スポ

ーツ ０７２―９６４―０３０４〈１０時～２０時。

水曜日休業〉、ベースボールランド

友井 ０６―６７２２―０８２２〈１０時～２２

時〉）。前売券完売の場合、当日券

の販売はありません。

�問�オリックス野球クラブ�
０５７０（０１）８８６２ �（公財）市公園環
境協会内花園セントラルスタジア

ム活性化実行委員会 ０７２（９７４）

７２２９、�０７２（９６１）２９１１
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花園セントラルスタジアムでプロ野球ファーム公式戦

４月２５日は土曜開庁日
市役所本庁舎の一部窓口業務を開設

５月９日�・１０日�は関西対決
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ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（１１） 平成２７年４月１５日



大
相
撲
春
場
所
で
史

上
最
多
記
録
を
更
新
す

る
３４
度
目
の
優
勝
を
果

た
さ
れ
た
横
綱
白
鵬
関

が
３
月
２６
日
、
ラ
グ
ビ

ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２

０
１
９
花
園
開
催
の
成

功
を
応
援
す
る
た
め
に
、

野
田
市
長
を
表
敬
訪
問

し
ま
し
た
。

野
田
市
長
は
「
横
綱

に
は
ぜ
ひ
、
花
園
ラ
グ

ビ
ー
場
で
土
俵
と
は
違

っ
た
芝
の
感
触
に
ふ
れ

て
い
た
だ
き
、
花
園
で

行
わ
れ
る
ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１

９
も
応
援
し
て
ほ
し
い

で
す
。
横
綱
が
応
援
し

て
く
れ
る
と
、
市
民
も

大
喜
び
で
す
」
と
協
力

を
呼
び
か
け
、
白
鵬
関

に
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
を

手
渡
し
ま
し
た（
写
真
）。

白
鵬
関
は
「
日
本
で

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
見

ら
れ
る
な
ん
て
、
こ
ん

な
に
う
れ
し
い
こ
と
は

な
い
。２
０
１
９
年
は
現

役
で
や
っ
て
い
る
か
わ

か
ら
な
い
が
、
で
き
れ

ば
ま
げ
を
付
け
た
ま
ま

観
戦
に
行
き
た
い
」と
笑

顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

３月２日、ラグビーワールドカ

ップ２０１９日本大会の開催地に花園

ラグビー場が選ばれました。市政

だよりでは毎月１５日号に、ラグビ

ーファン（fan）を増やし、楽しむ

（fun）ためのコラムを掲載します。

ラグビーワールドカップ２０１９をい

っしょに盛り上げましょう。

ラグビーワールドカップ誕生

ラグビーワールドカップは、１９８７

年にニュージーランドとオースト

ラリアの共催で１６か国を招待して

初めて開催されました。その後、

第２回大会からは世界各地で予選

が行われるようになり、４年に一

度、ラグビーの世界一を決定する

大会として定着しました。さらに

第４回大会からは、現在の２０か国

が出場するようになり、ＦＩＦＡ

ワールドカップ、オリンピックに

次ぐ世界で３番目に大きなスポー

ツ大会とされています。

これまでの過去７回の優勝国は、

ニュージーランド（２回）、オース

トラリア（２回）、南アフリカ（２

回）、イングランド（１回）の４か

国で、優勝国にはラグビーの発明

者とされるイングランドのウィリ

アム・ウェッブ・エリス氏の名前

から名づけた優勝トロフィー「ウ

ェブ・エリス・カップ」が贈られ

ます。

９月にイングランド大会が開幕

ワクワクする試合が満載

今年９月には、第８回大会がイ

ングランドで開催され、過去の優

勝国４か国や日本を含む２０か国が

出場します。間近に迫ったイング

ランド大会が今から楽しみです。

�問花園ラグビーワールドカップ
２０１９推進室 ０６（４３０９）３０２０、�０６
（４３０９）３８４７

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
２
０
１
９
日
本
大
会

の
花
園
成
功
に
向
け
て
４

月
１
日
、
東
大
阪
市
花
園

ラ
グ
ビ
ー
場
の
供
用
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
先
立
ち
、
入
場
ゲ
ー
ト

や
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
な
ど
に

設
置
さ
れ
て
い
た
近
鉄
花

園
ラ
グ
ビ
ー
場
の
看
板
が

撤
去
さ
れ
、
真
新
し
い
東

大
阪
市
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場

の
看
板
が
取
り
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

さ
ら
に
市
で
は
、
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２

０
１
９
の
花
園
開
催
を
成

功
さ
せ
る
た
め
、
ま
た
生

ま
れ
変
わ
っ
た
東
大
阪
市

花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
を
名
実

と
も
に
日
本
に
お
け
る
ラ

グ
ビ
ー
の
拠
点
と
す
る
た

め
、
東
大
阪
商
工
会
議
所

の
嶋
田
亘
会
頭
や
本
市
名

誉
市
民
の
塩
川
正
十
郎
氏
、

山
中
伸
弥
氏
ら
で
構
成
す

る
組
織
を
４
月
２３
日
に
立

ち
上
げ
ま
す
。

�問
花
園
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
推

進
室

０
６（
４
３
０
９
）

３
０
２
０
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
４
７

４
月
２６
日
�
、
東
大
阪

市
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
で
関

西
ラ
グ
ビ
ー
ま
つ
り
を
開

催
し
ま
す
。
関
西
学
生
代

表
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

学
生
代
表
の
試
合
や
、
２６

年
前
に
昭
和
天
皇
崩
御
の

た
め
幻
の
試
合
と
な
っ
た

第
６８
回
全
国
高
校
大
会
決

勝
戦
大
阪
工
大
高
校
と
茗

溪
学
園
高
校
の
Ｏ
Ｂ
に
よ

る
交
流
試
合
を
間
近
で
観

戦
し
ま
せ
ん
か
。

�時
�内
▽
１２
時
か
ら
�
花

園
オ
ー
ル
ド
ボ
ー
イ
ズ
交

流
試
合
「
大
阪
工
大
高
校

VS
茗
溪
学
園
高
校
」

▽

１４
時
か
ら
�
Ｎ
Ｚ
Ｕ

来
日
記
念
試
合
「
関

西
学
生
代
表
VS
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
学
生

代
表
」
な
ど

�料
▽

中
央
席
�
一
般
２
５

０
０
円
（
前
売
２
０

０
０
円
）

▽
自
由

席
�
一
般
１
５
０
０
円（
前

売
１
３
０
０
円
）、高
校
生

５
０
０
円
（
前
売
３
０
０

円
）、ペ
ア
券
２
０
０
０
円

（
前
売
の
み
）

※
前
売

券
は
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
ロ

ー
ソ
ン
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク

ス
で
発
売
中
。

�問
▽
関
西
ラ
グ
ビ
ー
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

０
６

（
６
３
７
６
）０
４
５
６
、

�
０
６（
６
３
７
６
）２
５

７
７

▽
花
園
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１

９
推
進
室

０
６
（
４
３

０
９
）３
０
２
０
、�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
４
７
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花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
の
ス
コ

ア
ボ
ー
ド
も
「
東
大
阪
市

花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
」
に
改

修
さ
れ
ま
し
た

in HANAZONO

ワールド
カップが
やってく

る！

ラ
グ

ビー

昨年の花園オールドボーイズ交流
戦（天理高ＯＢ－大分舞鶴高ＯＢ）

４
月
２６
日
は
花
園
へ
�

関
西
ラ
グ
ビ
ー
ま
つ
り

花園成功を応援�

横綱白鵬関が市長表敬
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３
月
２
日
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
２
０
１
９
の
花
園
開
催
が
決

定
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
４
月
１
日
に

は
「
近
鉄
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
」
が
「
東

大
阪
市
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
」
と
名
称

変
更
し
、
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
花
園
開
催
の
成
功
と
東

大
阪
市
を
世
界
へ
発
信
し
て
い
く
た

め
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

１１

４月１日から
東大阪市花園ラグビー場が供用開始

成
功
へ
向
け
た
組
織
を
発
足

成成
功功
へへ
向向
けけ
たた
組組
織織
をを
発発
足足

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
花
園
開
催

東 大 阪 市 政 だ よ り （１２）平成２７年４月１５日

古紙配合率７０％再生紙を使用しています


